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まえがき

昭和60年度に着手された本学附属図書館の業務電算化プロジ、エクト (LILIPU

T)は、およそ 2年半で目録作成システムやその他の業務システムの構築を終えた。

主たる目標は全学的な目録データベースの業務化とOPACサービスの実現であった。

OPACサービスはデータベースの充実に伴い、 「利用法の中でも、とくに習得して

ほしいt支神tのひとつとしてOPAC(On-line Public Access Catalog.オンライン総
合目録)による検索法があげられます。図書館の本は体系的に配置されているとはい

え、自分が求める書物を見つけだすまでに時間労力がかかります。蔵書のすべてが開

架されているわけでもありません。そこでOPACを利用すれば、検索語に合致した

(ヒットした)書物の所在をたちどころに知ることができますJ (小林康夫・船曳建
夫編『知の技法』東京大学出版会)と紹介されるようにもなり、図書館における文献

探索の方法を大きく変えた。

また、付随して開発されたサブシステム(資料貸出管理、雑誌受入管理、凶書受入

管理)については、可能な部署から順次電算化を進めるという方針により、総合図書

館及び教養学部図書館での先行運用に続き、適用を希望したいくつかの部局図書館

(室)にも導入された。附属図書館の電算化プロジェクトは、以来業務化に伴うシス

テム改善作業などが続行され、それぞれの処理ルーチンが確立した。

このような進展により、更なるOPACの充実要求や、留保してきた部局図書館か

ら業務の電算化実施の要望が発せられるようになった。そのために大幅な計算機パワ

ーの増強を確保すべく予算増額要求が重ねられてきた。しかしこれまでのところ認め

られてはいない。ところが、計算機や通信に関する昨今の技術の動向は、 L1 L 1 P 

UTプロジ、エクトを構想した段階での状況とは、まったく異なる様相を呈している。

今やダウンサイジング、オープンシステム化、あるいはネットワーク (LAN、WA
N)などの画期的な技術発展を前提にして、新たな図書館情報システムが構築できる

可能性が出てきたのである。他方、 CD-ROMなどの新規のメディアだけでなく、

ネットワーク上を流通するディジタル化された学術情報が急速に増加し、新たな課題

も生じている。この状況の進展を踏まえて、新たな高度なサービスの実現をめざすと

ともに、懸案解決につながる図書館システムを再構築する必要が生じているのである。

そこで、 LILIPUTプロジ、エクト以来業務電算化についての検討組織である附

属図書館事務部電算機システム専門委員会の下に、とりあえず平成4年度という期限

を切った「次世代システム検討ワーキング・グループ」が設置され、今後の図書館サ

ービスや業務の在り方を検討することになった。またこの検討グループは、構想、を取

りまとめるといった単なるペーパ一作成の委員会で、なく、実務的であることをめざし

た。検討案を実現するために附属図書館長をリーダーとする研究グループを構成して、

科学研究費補助金の申請を行ったりもした。残念ながら、この補助金の獲得は実現し

なかったが、平成5年度にこの計画は受け継がれた。なお、国立大学図書館協議会に

おける図書館情報システム特別委員会の設置などに配慮し、このワーキング・グルー

プは「次期システム検討ワーキング・グループJと改称された。
2年間の活動の結果、新しいデータベースとしてCAPCASサービス、ネットワ

ーク情報資源へのナピゲーション・ツールとしての図書館gopherなどの実績や、

またOPACインターフェイスなどのサーピス・システムの改善、並びに今後におけ

る図書館システムの在り方についての指針を示すという成果を、現在このワーキング・

グループは示すことができる。

これらの活動状況については、必要に応じて部局図書主任(掛長)会議などで概況

が報告され、また、学術情報センターのSIMAIL上のBB S (東京大学図書館用
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のフォーラム)にワーキング・グループ会議の議事要旨も紹介されてきたが、今後も

この活動を継続し、発展させるために、これをまとめていち早く公表して関係各位に

周知し、かっ広く意見を寄せてもらう必要があると考え、この報告が取りまとめられ

た。内容は、 2か年にわたる次世代・次期システム検討ワーキング・グループの結果

の集約で、 「はじめにjから 2までは主として、平成4年度の「次世代システム検討

ワーキング・グループJによる報告であり、 3以降は平成5年度の「次期システム検
言ナワーキング・グループjである。

平成5年度には図書行政商議会電算化システム特別委員会で検討された、大型計算

機センターとの共同による大型計算機をベースとしたOPAC提供など、システム拡
張計画が走り始めた。新しい状況に対応した図書館情報システムの構築のために、今

後ますます全学図書館職員の進取の努力が求められているのである。

次世代・次期システム検討ワーキング・グループ

主査 永田治樹
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はじめに一一学術情報環境の変化と今後の図書館の在り方

“The end of libraries" I図書館の終罵」一一これは、 1982年に出版された本の
名である。著者トンプソン (Jame s Thompson)は英国の大学図書館長を務め、その立

場から本書を書いた。基本的な主張は、多様化する利用者の要求や新たな技術の進歩

等に適応して「自らを変えること (evo1 u t i on) Jのできない図書館(員)は「終罵
(the end) Jを迎えるであろうということだ。図書館の側から学術情報環境の変化
をとらえた危機意識の表明であった。この書の出版から10年余たった今、図書館をと

りまく状況は更に大きく変化しようとしている。図書館(員)はこの現状にどのよう

に対応し、また次の世代へ向けてどのように変わっていけばよいのであろうか。

<学術情報の高度化・多様化>

現代は情報の重要性がきわめて高い社会である。世の中には膨大な量の情報が溢れて

おり、物やエネルギーと同じように人聞社会に不可欠な資源としての情報の価値が認

められるようになった。教育・研究の世界はこのような社会状況と無縁であるどころ

か、最も典型的にそのような現象が出来している領域である。教育・研究活動が進展

するに伴い、世界各地で発生する様々な学術情報が大量に流通しており、情報を入手

し活用していかなければ、確かな研究成果を望むことが難しい状況になった。

研究成果として学術情報が大量に生み出されると、論文査読制度に代表されるよう

に、大量の学術情報の中から良質な情報を選ぶためのシステムが一般化し、また論文

の梗概を掲載する「シノプシス誌jなどが出現した。他方、情報をより迅速に伝える

ための流通方法としては、プレプリントなどが盛んに刊行されるようになり、今日で

はネットワーク上で流通する「電子雑誌Jが刊行されるに至っている。このように内
容面とともに形態(媒体)においても学術情報に大きな変化が生じている。

また、今まで主に文字情報に集約しコミュニケーションを図ってきた学術情報にお

いても、情報処理技術の発展により、数値・画像・映像・音声などの非文字情報も盛

んに取り上げられるようになり、例えばファクト・データベースなど、文字情報と非

文字情報を組み合わせて利用するものが増えたり、従来学術情報には見られなかった

多様な情報提示が珍しくなくなっている。

<情報処理技術の進歩>

学術情報の高度化・多様化という現象は、近年の技術革新によるところが大きい。情

報の流通に密接に関わっているコンビュータ技術や通信技術に代表される情報処理技

術の進歩である。

コンビュータの技術革新の速さには目をみはるものがある。例えば、従来は汎用機

(メインフレーム)でなければできなかったことが、今ではワークステーションある

いはパーソナル・コンビュータなど、数年前の汎用機と同様な性能を備え、かっ小型・

軽量で安価な機種によって行うことが可能となっている。また、使いやすさの面でも、

利用者の側に立った便利さの追求、記憶容量の増大や様々な媒体への対応等、ハード

ウェアとソフトウェア両面での改善が進んでいる。これまでの学術情報といえば、専

門書や学術雑誌などであったが、このような情報処理技術の進歩によってデジタル化

が進展し、電子媒体が急速に普及してきた。上に引き合いに出した電子雑誌もその一

つである。また文字以外の情報は光ディスクにより大量に記録して利用できるように

もなっている。

また、通信技術の発達についても、急速な技術革新が進んだ。コンピュータとコン

ピュータを結ぶネットワークの形成だけでなく、ネットワークとネットワークが結合

され、学術情報が流通する経路としての地球規模のネットワークが整備されて、いな

がらにして世界各地の様々な学術情報を入手することが可能になった。



<変化する図書館の位置付け>

大学図書館はこれまで学術情報の流通過程において重要な役割を果たしてきた。資料

を収集し、保存し、利用者に提供し、図書館は大学における情報拠点と言われてきた

のである。しかしながら、情報の電子化やネットワークの整備の結果、図書館を経由

しない情報の流れも目立つようになってきた。例えば、図書館以外の情報サービス機

関が増え、また研究者間では電子メールやファイル転送を用いた最新情報の交換など

が盛んに行われるようにもなっている。

とはいえ現状では学術情報の増大により、いかなる手段であれ、そのすべてを入手

することはますます困難になっており、また教育・研究の発展には、その成果が広く

行き渡ることが必要だとすれば、このような状況において共有の情報拠点としての大

学図書館への期待は大きくはなっても、小さくなることは決してない。これからの大

学図書館は、他の情報関連機関とも連携を取り、今までにも増して学術情報の流通過

程に積極的に関わっていかなくてはならないだろう。すなわち、単に資料(物)を提

供する窓口になるだけでなく、情報へと利用者を導き、かつ利用者に対して様々な情

報を発信する役割をも担う必要が生じているのである。

<期待される図書館>

大学図書館に対して利用者が抱く期待のうち、できるだけ長く、遅くまで開館してほ

しいという要求には従来から根強いものがある。なぜなら、教育・研究活動は必ずし

も時間を限って行われるものではないからである。そして、また、学術情報の流通が

国際化した今日では、文字どおり常に地球のどこかで何がしかの情報が生産されてい

る。それを逃さず受信し、また発信するには、いわば「眠らない図書館」が必要とな

っている。

大学の教育・研究活動に必要な場所を提供することは、従来からの図書館の基本的

な役割の一つであり、これまでも閲覧室、会議室、グループ学習室、研究者用個室な

ど、様々な用途に見合う空間が提供されてきた。しかし、教育・研究活動は、研究室・

教室はもとより、自宅や寮など様々な場所で行われているのである。今後は図書館の

機能を空間的に拡大して、ネットワークを通じて図書館サービスを享受できる態勢の

整備についても重点を置く必要があろう。

しかし何はともあれ、学術情報の蓄積がなければ図書館は機能しない。まずできる

だけ多くの情報を収集し、また相互に情報を提供する図書館間ネットワークの整備を

進め、他の図書館が所蔵している情報・資料についても相互貸借サービスなどにより

入手し、利用者の要求に応える必要がある。また、網の日のように広がるインターネ

ット上の各種の学術情報にも積極的に注目し、包括的な情報アクセスのゲートウェイ

(入口)となるよう努力すべきである。

さて、上記のような図書館が実現したとしても、利用者が満足するかどうかは、さ

らに次の3点にかかっている。

まず「早く jである。システムは、常に応答の速さが保障され、実際に文献を入手

するまでの時間が短縮されなければ利用者は満足しない。事務処理の簡素化と機械化

が必要である。また「安く」なければならない。利用者が経済的負担に悩まず図書館

サーピスを受けられるように配慮する。さらに多くの利用者は、使いやすい目録や的

確な案内を備え、独力で文献を探すことのできる図書館を望んでいる。今後、図書館

サービスが各種の情報システムを通じて展開される時代となれば、「習熟の要らないJ
誰でも即座に使いこなせる情報システムがどうしても必要となるのである。
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1 .現行図書館情報システムの問題点

我々がどのような位置に立っているか、そしてまたどのような問題に当たっている

かを正確に把握することが、検討を進める前提である。まずは現行のシステムを明確

にして、その先に次世代のイメージを描いてみよう。

なお、図書館情報システムと言う場合、必ずしもコンピュータの直接的に関わる範

囲を言うのではなく、コンビュータを活用して構成される図書館機能の総体といった

意味で使う。

1. 1 大学図書館の現行システム

我が固における国立大学の図書館情報システムは、すでに四半世紀を超える歴史を

持っている。本学医学図書館を含め数大学の図書館が昭和40年代前半にいち早く試行

し始めて以来である。このような機運を受けて、昭和46年には初めて附属図書館用電

算機予算が大阪大学に措置され、次年以降いくつかの図書館にも予算配分が行われる

ようになった。しかしこの段階においては、現在から見ればコンビュータ性能も極め

て低く、なお漢字処理も未発達で、業務の一部をコンビュータ処理に置き換えたもの

であった。それで、も図書館員の努力によって、貸出管理や受入の業務処理システムに

ついてはある程度のノウハウが蓄積された。また、次第に大学に導入されるコンビュ

ータが大きくなるに従って、コンビュータ資源の豊富な二三の大学においては、図書

館業務の核となる目録作成処理もシステム化されることもあった。

このような展開を追って、現行システムの世代は、昭和55年に学術審議会から出さ

れた「大学における学術情報システムの在り方について(答申)Jに始まる。答申に
盛られた学術情報システムが国の図書館行政の基本方策として位置付けられ、大学図

書館のシステム化はこの方向に推進されることになった。学術情報システムにおいて

は、大学図書館は一次情報の収集・提供と目録・所在情報の形成という役割を担うも

のと規定され、目録・所在情報データベース形成を推進するために、一方では学術情

報センターの設置と目録システム構築(書誌ユーテイリティ)の事業が急がれ、他方

では各大学図書館にそれに対応するコンピュータ資源が配分された(年次的に配分さ

れ、平成4年度までに国立大学全体に図書館用電算機予算が行きわたった)。この間

に構築されたシステムが、およそ現行図書館情報システムということになる。

これ以前のシステムにおいては、専ら業務処理システムなどの領域で成果を残すも

のだ、ったが、これに対して現行の図書館情報システムは、目録データベース作成と提

供サーピスのシステム化をねらいとするものであり、学術情報センターによる共同・

分担目録システムによる目録データベースの形成、各大学図書館に設置されたコンビ

ュータ資源上でのOPACサーピス、外部資源利用のための図書館関相互貸借(1 L 
L)システム・サーピスを実現した。また業務システムについても、副次的な位置付

けではあるが、これまでのノウハウをベースに、書誌データベースの活用などによっ

て従来よりも格段に機能的なものとなった。

本学における現行図書館情報システムとは、昭和60年に電算機借料予算が措置され

て、それに続くほぼ2年半余り電算機メーカーと本学との共同開発プロジ、エクトによ

り構築されたシステム (LILIPUT)である。最初に学術情報センターとの接続
により目録作成システムが運用され、また遡及入力も一部実施され、それによって蓄

積された目録データベースは膨大なカード体の全学総合目録に代って、研究室からも

検索できるOPACとなった。また、貸出管理システムは利用者の多い総合図書館並
びに教養学部図書館で、雑誌管理システムは総合図書館のほか五つの部局図書館(室)

で、図書受入システムは総合図書館で運用されている。
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1. 2 現行図書館情報システムの問題点

業務上では目録作成作業などにおける省力化の実現、またサービス面ではOPAC、

あるいは全国総合目録データベースを利用したレファレンスや 1L Lなどにおける充

実など、現行のシステムは確かに図書館の状況を一変させたと言えよう。しかしなが

ら「はじめにjにも述べたように、現下の大学図書館の環境は急速に変化しつつあり、

図書館に期待されるところも変わりつつあると思われ、これまでどおりの守備範囲に

とどまり、同じような方式でサーピスの向上や業務の改善を重ねても、学術情報の新

しい在り方に対応できず、大学における情報提供拠点として図書館の位置を維持する

ことは難しくなっている。例えば、 OPACで資料単位の情報を容易に提供できるよ

うになったが、必要性の高まっている論文単位の情報については、 OPACではサー

ビスできない。あるいは通信技術の進展により大学キャンパスのネットワーク基盤が

整備されつつあるのに、まだこの通信路を有効活用できるような図書館情報システム

が実現されていない。このように発展する状況に応える図書館情報システムが今早急

に求められている。

また、業務に関わる現行システムにおける未解決の問題もある。実際図書館の業務

全体の電算化・自動化を現時点で実現できているのは、コンビュータ資源に恵まれた

一部の大学図書館であり、多くの大学ではコンビュータ資源の不足や運用プログラム

の問題などの問題を抱えている。本学もその一つであり、現行システムでは図書館業

務全体の合理化を達成できてはいないのである。現行システムにはどのような問題が

あるのだろうか、それを情報サービスとそれを支える業務システムという三つの観点

から次に整理してみる。

1. 2. 1 情報サービスに関する問題点

大学図書館は現在、基本的には二つの問題に直面している。 一つは増え続ける膨大

な情報生産に対応した収集予算が確保されるわけではないこと、もう」つは情報媒体

の多様化の中で特に情報のディジタル化の急速な進展である。

最初に二番目の問題領域を見ると、昨今の発展は以前とは全く質的に異なる状況に

あり、特にネットワークの整備によって、状況はさらに加速的に進行しつつある。ま

たこのような変化を反映して、利用者の情報サービスへの要求が多様で、高度なものと

なっている。しかし大学図書館のサーピスは、目下のところ混乱していると言ってよ

いかもしれない。旧来からの資料を中心としたサービスに、新たに出現した各種のサ

ーピスが付加され、雑多に利用者に提供されている。 OPACにしても、提供できて

いる目録情報と遡及入力が済まないカード体の目録情報の並存であったり、また最前

も指摘したように資料単位の目録情報はあるが、論文単位のものは存在しない。さら

に言えば論文単位の情報は、いわゆる索引・抄録類を検索するよりほかにないが、そ

れらはCD-ROM、オンライン情報検索サーピス、冊子体参考図書など種々の情報

媒体があって、カバーする範囲は相互に錯綜しているから、利用ガイダンスが繁雑と

なっている。情報の媒体が様々であることは、図書館にとってそれ自体どうしようも

ない。このような状況においては利用者のアクセスを援助する各種の仕掛け(インタ

ーフェイス)が必要なのである。

もちろん利用者インターフェイス整備の問題の前に、調整すべき情報が収集されて

いなければ話にならない。一番目の問題である。例えば三次情報データベース・サー

ビスについては、 CD-ROMの導入によってようやく整備され始めたが、我が国の

大学図書館はこの種のサービスについては、利用料金や手続きなどが障害となって十

分にサービスしてこなかった。まずは、サービス状況を点検し利用者が必要とする情

報を確保することが図書館の基本的任務であり、従来の形式や慣習にこだわらず、い

かなるメディアであろうとも収集し提供するか、ないしはアクセスできる態勢を整備
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する必要がある。近年、米国大学図書館のOPAC上でのA&1 (索引・抄録)サー
ビスやキャンパス情報など様々な情報を提供するようになっているのも、このような

努力である。

目録サービスだけでなく他のサービス項目を取り入れOPACを前面に出して図書
館サービスを拡充していこうという OPACメニューの拡大は、図書館の在り方に大
変大きな意味を持った。これを後押したのは、 LAN(ローカル・エリア・ネットワ

ーク)を使ったキャンパス・ネットワークの進展である。キャンパス・ネットワーク

は、凶書館の情報サーピスを利用者の手元まで伝送できる通信路になる。目録情報は

もちろんのこと、画像情報を含む各種の電子化された情報が利用者の手元のパーソナ

ル・コンピュータに伝送できるのである。図書館はネットワークで利用者と居ながら

にしてつながる関係となり、利用者は手軽にOPACサービスにアクセスできるよう
になった。そこでサービス品目を増力目してキャンパス・ネットワークにサービスをナ甲

し出していくという方策が取られたのである。さらに現在はLANを通じたドキュメ

ント・デリバリー・サーピスという課題も見えてきている。

またキャンパス・ネットワークは相互に結びつけられ、大学、地域、国を越えて世

界的なネットワークに成長し、膨大な情報資源に相互にアクセスできるようになった。

この段階に至ってOPACといったローカルな枠からサービスのやり取りははみ出し
始めた。ネットワーク上の資源を簡単に探索できる各種のツールが創出され、 「バー

チャル・ライブラリーjが現実的になってきた。こうしたネットワークを前提とした

新しい図書館サーピスが、ほぼ完成しつつあるキャンパス・ネットワークを活用して、

我々のところでも急ぎ構想される必要がある。

以上のように、当面、①利用者の必要とする情報サービスの拡充、②情報サービス

個々のインターフェイスの改善とともに、利用者から見て分かりやすいサービスを統

合するインターフェイス、③ネットワークを前提とした情報サービスの設計などの点

が、新しい情報サービスとして検討すべき課題である。

1. 2. 2 業務システムに関する問題点

業務システムは、図書館サービスを後方で支えるものである。目録作成業務におけ

るように、作成されたデータベースが直接的に情報サービスに結び付くものから、雑

誌管理業務のように部分的なつながりのあるもの、あるいは間接的な関係、つまり事

務改善の結果、より正確で迅速な業務が行われることによってサービス向上につなが

る貸出管理や図書受入管理などがある。

現行のシステムは、すでに10年ほどの稼働実績がある。しかし言い換えるならばそ

れは10年以上も前のシステム・コンセプトによるものだということになる。 10年前と

首えば、まだ初めてシステムに業務を適用するケースが多く、また旧来の作業から極

力滑らかな移行ができる範囲でシステムが構築された。そのためにしばしばシステム

化後も作業が以前のマニュアル作業と類似しており、無用な重複や不必要な作業モジ

ュールなどを残し、その結果多くの例外処理や帳票作成を抱えこんで、システムに余

計な負荷をかけるものとなっている。またもう一つには、その当時の技術水準から作

られており、メインフレームを中心とした業務集中型のシステムパッケージだという

ことがある。そして大方の大学では特定のシステム・メーカーが開発したハードウェ

アとソフトウェアをセットでレンタルする形で導入しており、ソフトウェアは個別の

メインフレームに依存したものとなっている。このことは図書館側の自由な選択や機

種・ソフトウェア更新を難しくしているだけではなく、これまでの弾力的に推し進め

られるべきシステムのエンハーンス競争を阻むものだったかもしれない。

しかしこの間、コンビュータ技術の進展は、新しいプロセッサーの導入によりこれ

までのメインフレーム型にとって代わるワークステーションなどの小型の高性能コン
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ビュータを生みだし、また基本仕様の公開による相互互換の方向に進んだ、。いわゆる

ダウンサイジングやオープン・システム化の流れである。また通信技術の進展はネッ

トワークという環境を整備した。このような技術変化の波はプラスの方向に働き得る。

これまでよりもはるかに多くの機能や高い性能が確保されることになり、以前技術的

限界によりできなかったことに挑む機会が生じたわけである。例えば、その部署に置

かれたワークステーシヨンで、共通する応用ソフトウェアを使いながらも個別的な要

求に沿ったカスタマイズ(エンド・ユーザ・コンビューテイング)を行えるようにな

った。また高性能・高容量ゆえに大きなサイズの応用ソフトウェアを搭載できるよう

になって、絵文字やウインドウなどによって作業をしやすくするGU 1 (グラップイ

カル・ユーザ・インターフェイス)といったインターフェイスの実現も考えられるの

である。

さて、本学の業務システムの最大の問題点は、目録業務を除いてなお全学的展開が

できていないことである。現行図書館情報システムの基本指針の目指したところは達

成できたが、図書館業務全体のシステム化は、配分されるレンタル予算では実現でき

ない。しかしながら現在多くの部局図書館から、業務のシステム化の要望が出され、

個別に検討を行うようになってきており、新しいシステム・コンセプトにより、現行

システムが更新されねばならない状況に至っている。改めて東京大学の図書館情報シ

ステムの在り方を考えてみる必要がある。

業務システムについては、ネットワークや新しいコンビュータ資源によってどのよ

うなシステム構成が描けるか、また個別システムごとには、これまでのどちらかとい

えば手続き追従型だ、ったシステムから機能処理モジ、ユールを組み合わせ、簡素化した

業務システム体系を描くことが次の課題として求められているのである。
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2 .次世代図書館情報システムの検討

「次世代Jというのは、ネットワークという新しい経路によって情報伝達が行われ
るようになっており、一方メインフレームで構成されていたシステムが退き、分散し

たホストによる新しいシステム構成が展望できるようになって、図書館情報システム

がこれまでのものとは異なる新しい概念の下に形成されるという見方である。以下に

次世代システムを促す条件は何か、我々が描ける像はどのようなものかを検討してみ

た。また、次世代システムを展望するために、現時点で考えられるいくつかの条件を

具体的に示すことにした。

2. 1 次世代図書館情報システム像

2. 1. 1.次世代図書館情報システムを考えるための背景

( 1 )学術情報メディアの変容

コンビュータ技術の図書館業務などへの適用はこれまで、情報の生産者と最終的な

利用者との時間的距離を縮めるという方向で推移してきたに過ぎず、 「科学共同体J
の中で長年にわたって形成されてきた学術情報の流通過程を変えるようなものではな

かった。しかし、昨今の情報技術の更なる発展は、コミュニケーションの形態、学術

情報の流通過程に新たな変革をもたらそうとしている。

例えば、自然科学分野における電子メール・システムを利用した論文の投稿システ

ムでは、学術情報の生産者たる著者は、電子的に「雑誌」の編集委員会に自分の原稿

を電子ファイルで提出する。その後電子的な状態のままピアレビューされ、最終的な

「掲載論文Jとして認められれば、電子ファイルとして公開されるのである。このケ
ースでは論文執筆から公開に到るまでの過程においては「印刷された原稿jがやり取

りされるわけではないし、また掲載論文といっても決して"paper"の形をとるわけで

はないのである。このような電子化された「雑誌」では、論文は電子ファイルという

形でネットワーク上で共有され、利用者はこれにアクセスし、情報を入手する。つま

りここでは一つの電子ファイルをはさんで情報の生産者と利用者が直接的に結びつい

ているのである。学術情報は、そもそもその生産者と利用者が同じ集団に属している

ことを特色としており、このような変化はある意味で極めて自然な成り行きであろう。

学術情報メディアの変化は自然科学分野のみならず人文社会科学分野に及んでおり、

またその影響が自然科学分野よりも大きくなる兆しを示していることにも注目してお

く必要がある。米国法制史を専門とするStan1 ey N. Katzは、データベース、電子的

なテキスト処理、画像情報処理、マルチメディア・ハイパーテキスト、テレコミュニ

ケーション技術が人文科学の在り方や研究・共同作業の方法に革命的な変化をもたら

し、必然的に研究図書館に影響を及ぼすと予見している。例えば、古典的著作の電子

テキスト化により、これまでは研究者が一生涯をかけていたような特定の用語の使用

法を発見するという作業が、検索ソフトを使用すればl秒足らずで終了するといった

事実は、電子テキストがいかに人文科学研究に大きな影響を及ぼすかを示している。

このような学術情報メディアの変化(電子化とそれに伴う脱「物」化)はもはや不

可避である。従来の図書館は、物として存在してきた図書や雑誌というメディアの存

在を前提に考えられてきており、旧来の学術情報の流通過程の中で「収集・蓄積一組

織化・書誌調整-探索-資料入手J (D. W.Kingらの科学技術情報伝達サイクル)とい
う役割を果たしてきた(あるいは果たすべきであると考えられていた)。つまり「情

報の提供を保証する媒介機能Jを担っていたと言うことができるだろうが、図書館情
報システムが先に述べたような学術環境で今後もこの機能を果たし続けようとすれば、

どのような形をとり得るのかを検討する必要がある。
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( 2 )学術情報のマネージメントと図書館情報システムの役割

大学は学術情報生産の場であるが、これまで図書館では、生産に深く関与するとか、

自ら情報を生産するということは考えられていなかった。しかしながら、キャンパス・

ネットワークが現実のものとなり、また(1 )に述べたようなメディアの出現によっ

て、情報の生産者と利用者が直接結び付くような状況が生まれており、生産のプロセ

スをも含めた学術情報のマネージメントという枠組みで図書館情報システムの役割を

考える必要がある。

学術情報のマネージメントについて近年、活発に議論、試行が行なわれているもの

が、医科大学において考えられてきた「統合型学術情報マネージメント・システム(1 

A 1 MS)構想jである。 IAIMSは、大学全体に張り巡らしたネットワークを介

して、組織あるいは個人のデータベースや研究・教育に関わるファイルなどの多様な

情報資源を有機的に結び付けようとするもので、知識のより効果的運用と、より広範

囲な情報資源へのアクセスを目的としている。 IAIMSの考え方の基礎となった、

Mathesonレポート (1982年)では、図書館はこの新しい情報システム構築において中

心的な役割を果たすべきものと考えられた。彼女の描くシナリオでは、図書館は、①

情報の蓄積と検索をその機能の中心においた図書館(現行の図書館情報システムはこ

の段階にあると考えられる)、②大学全域の情報資源、を管理・運営して情報流通に重

点をおいた電子図書館、③収集、蓄積された情報資源に含まれる知識の運用にまでそ

の活動を踏み込んだ、、知識マネージメント・センター化といった三つの段階に従って

発展してゆく。

米国医学図書館協会は、 Mathesonレポートをもとに、 21世紀に向けて医学図書館が、

学術情報資源の管理・運営の拠点としてどのような役割を果たし、どのような行動を

取るべきかを示したガイドライン『行動への挑戦.] (1989年)を発表した。図書館が

取るべき行動としておよそ次のような提言がある。

①図書館は大学全体の学術情報資源・活動マネージメントのための戦略計画活

動に参画する。

②図書館は、学術情報マネージメントのために、コンピュータ及びコミュニケ

ーション資源の入手と利用の調整のための、マネージメント及び計画に参画

する。

③学術情報サーピスセンターとしての図書館の能力を強化するために、技術的

な支援の必要性が増大していることを、大学に認めさせる。

④図書館は、コンビュータと非印刷体の学習資源をカリキュラムに統合しよう

という大学の計画に貢献し、また、情報の取扱いに関する基礎技術を修得し

ようという学生、教授陣、医師を幅広く支援する。

⑤図書館は、学術情報の組織化、統合化、精選に新しい技術を応用することに

より、研究者にとって実質的な支えとなる。

⑥図書館は、研究室、診察室なとミ研究の現場において情報への迅速なアクセス

を提供することにより、患者診療のコスト抑制努力に貢献することができる。

⑦大学外の利用者サービスと地域社会サーピスという伝統を持つ図書館は、外

部への情報支援サーピスを通じて、大学医学医療センターの持つ地域的なつ

ながりを強化することができる。

これらは医学図書館を対象として作成されたものであるため医学に特有と考えられ

る要素も含んでいるものの、学術情報マネージメント・システムにおける図書館の果

たすべき役割を述べている。

-8・



¥、." 

( 3 )我々の考える次世代凶書館情報システムとは

我々にとって次世代図書館情報システムを考える基盤は、現行の図書館情報システ

ムである。現行図書館情報システムは、 OPACの実現という形で一つの到達点に達
しており、これは積極的に評価されなければならないが、学術環境の変容は急激に進

んでおり、その結果、様々な問題点が生じている。また以前は実現不可能だ、ったこと

が技術の進歩により可能になってきている。 1. 2において述べられた問題点を列挙

すると、次のようになる。

①現行情報システムは限られた種類の「学術情報Jしか扱っていない。

②メディア別に異なる検索システムを使う必要がある。

③利用者にとって利用者インターフェイスがよくないために使いづらい。

④情報の検索から--~次情報の入手までが一貫した処理となっていない。

⑤情報ネットワークへの対応、あるいはネットワーク技術導入が不十分である。

⑥ホストによる集中管理方式のために柔軟性が欠如している。

⑦負荷の大きい業務処理手法を用いている。

大まかに言って、このうち①から⑤は情報サーピス・システムの展開に関わる問題

点であり、⑤から⑦は業務処理システムに関わるものである。次世代図書館情報シス

テムはこれらの問題点の解消を図るとともに、 ( 1 )、 ( 2 )で述べたような動きに

対応すべきものであり、そのシステム像は、次のようなものとなる。

①電子情報の提供機能を強化し、包括的な情報サービス・システムを実現する。

研究・教育を進めていくうえで必要な情報源に、利用者が体系的にアクセス

することを可能にするための仕組みを、使いやすい形で図書館情報システム

は用意する。

②提供情報の包括性を確保する。

従来の情報サービスに加えて、キャンパス内及び、外部情報源へのアクセスを

可能にする a方、図書館も生産された学術情報の発信機能を担う。包括的な

情報の提供を推進する。

③図書館業務をより効率的で柔軟なシステムとして実現する。

以下においては、次世代図書館情報システムを実現するために必要な電子技術につい

てふれ、それらを斤jしEたシステムイメージを描いてみる。

2. 1. 2 次世代図書館情報システムを支える技術的背景

次世代図書館情報システムの基本的な要件を実現する技術としては、現在、表1に

示すようなものが挙げられる。

2. 1. 3 次世代図書館情報システムの実現像

( 1 )利用者からみたシステム像

情報環境が改まり、学術情報の生産・流通サイクルが変化していく中、今後利用者

はどのような情報探索行動を取るようになるのだろうか。利用者の立場から、これか

らの情報行動のイメージを描いてみる。ただし、内容には近い将来にも実現可能なも

のや、さらに技術の進歩を待たなくてはならないもの、あるいは、図書館の運営体制

の変更が要求されるものなどが混在している。次にそのイメージを示す。

次世代の図書館情報システムの段階では、利用者は自分の研究室や自宅から、ある

いは教室から、キャンパス・ネットワークに接続されたの高性能パーソナル・コンビ

ュー夕、ワークステーションを通じて様々な情報活動をいつでも行うようになる。

既存研究や関連文献の調査や、授業に必要な情報は、図書館情報システムにアクセ
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表 1 次世代図書館情報システムの基本的な要件とそれを実現する技術

有効な技術

~ . T c-t /1 Pプロトコルを利用した
E 学内LAN

ネットワーク' . Z 3 9. 5 0/ command interprctcr 
によるゲートウェイ

I クライアント/サーバモデル
( 電子メール、掲示板

「・マルチタスク/マルチウインドウ
I WS、高性能PC
I .OCR、画像・音声入力装置

ハードウェア;
' ・非タイプライタ端末(タッチパネル、
: ハンドライテイング)

実現される機能

-学内各種データベース、キャンパス
情報の提供

外部ネットワークへのアクセス
インターネットの情報資源の共有
-統一されたコマンドによる外部デー

タベースの利用
・分散処理、ダウンサイジング
・利用者とのコミュニケーション

業務連絡

-分散処理
マルチメディア対応
・データベース構築支援
マルチメディア対応
-使いやすい検索システム

I 高速高解像度LBP I .画像情報の出力
~ -:-G U 1 (Gr-;pl1Ï~al u.，，;;' lntcria~c) --r ~ュヱザ- -ヲレンドリーなインター
S G M L (Standard Gencralizcd I フェイス
Markup Lan~判明e) I 全文データベースの作成
-多機種端末のサポート 1 ・低機能端末へのサービス提供
・機械翻訳 I .多言語対応

ソフトウェア I :~':::~ I -検索支援 I .検索誘導機能
contcnt scnsitive help機能

-利用者支援 I .物流(貸出等)支援
予約、参考調査メール

I 経営情報採取・分析 | ・トランザクションログ採取・分析
ト皿ーー園田ーーーートーー四ーーー四ーーーー田ーーー園田ート

; . CD-ROM I .非文字情報の提供、蓄積
E ビデオディスク

マルチメテεイア: 光ディスク
I . hypcrtcxt 

virtual rcality 

-より使いやすい検索・情報提供シス
テム(電子図書館)

スすることによってほとんど入手する。必要なデータはダウンロードし、個人DBM

S (Database management system)でそのほかの研究記録や草稿などとともに管理す

る。 DBMS支援の情報(各種プログラムなど)もシステムから入手する。検索シス

テムは、文字入力以外はマウスによる操作が可能で、要所要所で、ヘルプ・メッセージ

が表示され、初心者でもある程度は使いこなすことができるシステムである。より詳

細な検索方法はウインドウで参照できるオンライン・マニュアルを見ればよい。不明

な点は、電子メールのウインドウを聞き、図書館員あてに問い合わせの電子メールを

送れるだろう。

また、学外の各種データベースも学内の検索システムとほぼ同じ検索方法で同様に

利用できるので、利用者は、必要な情報が学内・外のどこにあるのかはほとんど意識

しないで、済むし、どのデータベースを検索すれば必要な情報が入手できるのかといっ

た案内は画面上で参照できる。

図書や雑誌の目録情報、抄録・索引情報を検索する際には、必要な文献の所在・利

用情報も表示される。学内所蔵資料か学外の資料か、学内の場合、どの図書館のどの

書架に配架されているか、現在利用可能か、利用できない場合は、どのような状況(支

払・整理中、貸出中、修理中、製本中など)で、いつ利用可能になる予定か、といっ
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た詳細な情報がわかりやすく表示される。また、 学外資料も含めた貸出・返却デリパ

リー・サービスや文献複写の依頼などもその場で行う 。もちろん全文情報も入手する

ことができる。基本的な文献は電子ファイルで蓄積され、最終的には全ての文献が必

要に応じて電子化された状態でも利用することが可能になる。そのほか、画像・音声

などの非文字情報、学内外の個人・機関情報などのレフェラルデー夕、ファクトデー

タも入手が可能になる。レファレンス・サーピスなどの様々な問い合わせには電子メ

ールが利用されるが、エキスパート・システムによってほとんどの問い合わせに対す

る回答が行われるので、図書館員の勤務時間外にも即答を得ることができる。

論文を作成する際には、ワード・プロセッサやTeXなどのソフトウェアをネ ット

ワークから取り込み利用する。また、論文・著作を印刷物にしたり全文データベース

化するために、 SG M L (Standard Genera 1 i zed Markup Language) フォーマットに

変換することができ、論文作成支援ソフトウェアを用いることにより、引用文献の書

き方などが付けられる。その他に広い意味で研究活動を支援する情報として、キャン

パス情報(講義・演習要項、学内施設の利用案内、広報等)を活用したり、また電子

掲示板により様々な情報を容易に交換できるようになる。

一方図書館には、コンピュータに不慣れな利用者でもすぐに利用できるタッチパネ

ルやペンライテイング入力の端末が、閲覧室、書庫など到る所に設置されている。ま

た、各端末でフロッビー・ディスクにデータをダウンロードしたりプリントアウトす

る機能が用意されている。

( 2 )次世代図書館情報システムの要件

前項のようなサービスを実現する次世代図書館情報システムの基本要件には、次の

ようなものがある。

①一次情報を迅速に提供するシステム

利用者が最終的に必要としているのは、書誌情報などの二次情報ではなく

一次情報である。究極的にはあらゆる図書館が所蔵するあらゆる情報が電子

化され、利用者の端末上に必要に応じて、利用者が理解できる言語で表示さ

れるシステム(例えば、 V.BushのMEMEXのようなもの)が最終的には実

現されることが望まれる。

次世代図書館情報システムにおいては、電子化されている二次情報と電子

化されていない一次情報を何らかの形で結び付けることによって迅速な一次

情報の提供を実現する。一方で、様々な形(マルチメディア)に電子化され

た一次情報の提供を徐々に広げていく 。

②ネッ トワークと結合したシステム

次世代図書館情報システムは、ネットワーク上に展開されており、利用者

はネ ットワーク(例えばキャンパス・ネ ットワーク)を介することでどこか

らでもこの図書館情報システムによって提供されるサービスを受けることが

できるようになる。また、インターネットのような世界規模のネットワーク

を介して外部の電子化された様々な情報源へのゲートウェイとなり、これに

より世界各地で日々刻々生産されている情報への迅速なアクセスが保証され

る。

次世代図書館情報システムは、利用者と科学共同体との結び付きをより緊

密なものとする働きをする。

③利用者指向/オープンなシステム

図書館情報システムは、第一義的にその利用者のために存在しているので

あって、 GUI/マルチウインドウ技術を用いてユーザ・フレンドリーなイ

ンターフェイスを実現し、マニュアルなどを参照することなく簡便な操作で

• .••• .••• • 



必要な情報が入手できる ようなシステムである。また、このインタ ーフェイ

スに利用者とのコミュニケーション ・システムを設定して利用者と図書館と

の意志疎通がスムーズになり 、半自動化されたレファレンス ・サービスなど

が提供される。

上に述べたようなゲー トウェイ機能を持つことは即ち、自 らのデータベー

スをネッ トワークを介した国内外からのアクセスに対しても公開する義務を

有する というこ とである。これに対応するためには、システムは開放的なも

のにならざるを得ず、また国外からのアクセスに対しては、日本語以外の舌

語による利用を可能にする必要がある。

④24時間稼働するシステム

利用者が「いつでも」情報にアクセスできる ようにするためには、情報サ

ービス ・システムを24時間連続稼働させる必要がある。これは、必ずしも次

世代においては図書館が24時間開館していなければならない、ということを

意味しているのではない。ネッ トワークを介した図書館情報システムの利用

が今後ますます増大するという予測の上に、来館しない(できない)利用者

を想定した24時間サービス体制が取られるべきである。

⑤効率的で柔軟性のあるシステム

次世代図書館情報システムは、経営管理的には業務の省力化を可能にする、

対費用効果の高いシステムであることが求められる。そのために、標準的な

プロ トコルを利用するネ ットワーク環境下で、ワークステーションを用いた

クライアント/サーバ型の分散処理システムを構築するなど、システム全体

のダウンサイジングを図り柔軟性を確保する工夫が必要で、ある。

旦ω UTnet 

OPAC 

図書館保有データベース割

UNIX / Molif 
ワークステーション

CAPCAS 
SCI / SSCI 

VT100 emulalor 

Hーゾナル ・コンビュ ータ

DAO 
NTIS 
雑誌目次DB
原文献DB 
リフ ァレンス情報DB
レヌエレヨル情報D...s

学内データベース・サーピ京 、

大型計算織センター

♀

自

学外データベース・サー

NACSIS 
JOIS 
DIALOG 
CARL 

図 1 次世代情報サービスシステムの構成
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2. 2 情報サービス・システムの設計

2. 2. 1 情報サービス・システムの構成

次世代情報サービス・システムの構成を図 lに示す。どんな情報が提供されるか。

その種類としては、 ①目録情報、 ②二次情報 (A&1、つまり抄録索引情報)の資料

情報群や、 ③原文献情報、それに④質問回答情報(レファレンス情報)や、 ⑤利用案

内・レフェラル情報等が挙げられる。

これらの情報を「早く安く簡単にJ利用できるようにするために、学内で利用が多
いものについては、図書館がデータベースを購入又は作成し、サービスを行い、また

図書館で保持しないものについては、外部情報源へアクセスできるようにする(ゲー

トウェイ機能)。次に図書館で保持し、情報サービスとして提供されるものを挙げる。

①目録情報

OPACがこれに当たる。今後、図書・雑誌等の印刷メディア以外の図書
館資料の所在情報も取り込み、拡充が図られる。

②二次情報 (A&1情報、抄録索引情報)

次のようなA&Iデータベースをサービスする。
a)学内での共同利用度が高いと見込まれる専門分野、学際分野のA&I
b)雑誌目次速報

c )科学研究費報告書・委託研究報告書の目次及び要旨

d)学位論文の論題及び要旨

e )学内で生産された専門分野のA&I

③原文献・全文情報

原文献・全文情報は電子化された形態で出版される情報を購入し、また必

要に応じて図書館で作成した原文献情報のデータベースを提供する。電子化

された情報には文字だけのアスキー形式と図表や写真を含むイメ ージ形式と

がある。また原文献・全文要求については、貸出管理・ 1L Lシステムとも

つながり、 ドキュメント・デリバリー・サービスとしてのスイッチングがで

きる。

当初から電子化を進める資料には、以下のようなものが考えられる。また

そのつどの要求ベースでも行われる o

a )学内での共同利用度が高いと見込まれる学術雑誌

b)劣化の激しい学術雑誌

c )学内出版物の原文献情報

d)特殊コレクション

④質問回答情報(レファレンス情報)

参考質問に対する質問 ・回答情報を蓄積し、利用者が自ら検索して回答を

引き出せるようにする。そのために、百科事典、辞典、統計等の参照データ

ベースを持つ。また、電子メール等によって利用者から質問ができ、回答を

得ることができるようにコミュニケーション機能を備える。

①利用案内情報

図書館情報システムの利用に関する案内、利用可能な情報資源へのアクセ

ス案内、及びシステム外の学内・学外情報源への誘導案内を行う。利用案内

情報も質問回答情報と同様に、コミュニケーション機能を持つ。

図書館が保有しない情報に対しては、各種の外部データベース・サービスをゲート

ウェイできる よう に設定しなければな らない。ネットワーク化により世界中のデータ

ベース・サーピスが入手できるようになったが、それらをどのように体系づけてアク
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セスしやすくするかは、 3. 2. 2に示す問題でもある。また有料のデータベース・

サーピスの利用についても適切な対応が必要である。

2. 2. 2 情報サービス・システムの利用者インターフェイス

このように図書館情報システムにおけるサービスが多種多様なものとなると、 1. 

2. 1にも指摘したように、的確でかつ容易に使用できる利用支援の仕掛けが必要と

なる。それは、次のような機能を備える利用者インターフェイスである。

①図書館情報サービスの体系をわかりやすく表示すること。

②マニュアルなどを参照しなくとも、簡便に使える誘導指示があること。

③システムコマン ドなどの違いを吸収し、同一の対話で種々のシステムが利用

できること。

入力キーワード

表示ウインドウ

今までに入力したキーワードの

履歴を表示する

検索履歴表示ウインドウ

新たな検索で既に入力したキーワードを修正して再利用する場合は、

該当のキーワードをマウスでクリックし、キーワード入力フ ィール
ドにキーワードを表示させることができる

図 2 OPACインタ-フェイスの仔4
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マウスでクリックするか番号を入力して下さい:

図 3 図書館情報サービス提供メニューの例

④直感的 ・視覚的にに理解できる工夫(技法)が取られていること。

⑤関連性の高いサービスは、連続的・並列的に扱うことができること。

⑥外部サービス(ネ ットワーク)を取り込んでいること。

これらを実現するためには、まず①利用支援メッセージの開発と②GUIの導入、

またシステム共通的な利用を実現していくための、 ③クライアント/サーバモデルと

Z 3 9. 5 0の採用、さらには④情報サービスへのナピゲーション・ツールの導入、

及び⑤サービス統合インターフェイスなどの開発が課題となる。

①利用支援メ ッセージの開発

これまでのシステムでは、その操作がさほど難しくなくとも、予備知識を

持たない利用者には戸惑いを与える。常に円滑な利用を保証するためには、

システムの側から利用者を支援する、いわゆるヘルプメッセージが十全に提

供される必要がある。システムと利用者の対話行動の調査によって、そうし

たメ ッセージを開発しなければならない。図2は、 OPACの例である。

②GUIの導入

オンライン・システムの対話はこれまで文字列(文章)によって行われて

きた。しかしより親しみやすくし、利用性を高めるには、視覚で直感的に判

断でき、かつ応答も容易なGUIインターフェイスを導入して、利用しやす

いシステムとすることが必要である。

③クライアント/サーバモデルと Z39.50の導入

提供するデータベースはサーバに搭載し、情報を受け取るクライアント側

にはGUIを使うなどインターフェイスの工夫を施すとともに、サーバとク

ライアント聞の情報配送についてはZ39.50という標準的プロトコルを
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学術情報システムの基盤インタ ーフェイスの
基礎研究

最近の学術情報縫供システムの課題はよりユ

ーザーフレンドリ ーなインターフェ イスの開
発と鑓供である。本論文では、この現実のた
めの基盤となる統合インタ ーフェイスの具備

要件の洗い出しと実現方法を・

An introduction to database systelll 

c. J. Date 

近の学術情報提供システムの課題はよりユー

ザーフレンドリ ーなインタ ーフェイスの開発と
提供である。本論文では、このための基盤とな
る統合インタ ーフ工イスの具要件件の洗い出し

と実現方法を・

図 4 サービス統合インタ-フェイスの例

用いて、様々なシステムを一様に扱えるようにし、かつ使い勝手を高めるこ

とが必要である。

④ナピゲーション・ツールの設定

MELVYLのように高度なOPACが、各種の情報サービスへのナピゲ
ーション機能を持ったように、今後多種多様となり、かつネ ットワーク上に

多元的に展開される情報サービスには、利用者が求める情報源に容易に到達

できるナピゲーション ・ツールが不可欠である。図3は、全体のメニューの

一例である。

⑤サーピス統合インターフェイスの開発

複数の情報源に同時にアクセスでき、同一画面上でそれらを比較したり、

またある画面で得た情報を他の画面に投入できる(例えば、 二次情報検索か

らドキュメント・デリパリー・サービスへ連結できるような)サービス統合

インターフェイスが必要である(図4)。このインターフェイスのねらいは、

利用者の要求の表象をその最終的な具体物につなぐサービスの実現である。

2. 3 次世代業務システムの設計

2. 3. 1 次世代業務システムの要件

今後図書館が学術情報の流通拠点として、図書館システムの中に様々なデータベー

スを搭載し、ネ ットワークを介してデータベースを提供し、かっ円滑・迅速な一次情

報提供に結び付けていくためには、蓄積すべき情報資源の収集、データベースの構築

とその検索、最終的な一次情報の供給といった情報サービスにおける各プロセスをつ

なぐ支援システムが必要である。従来の図書館システムは、コンビュータの導入によ

るハウスキーピング業務の省力化・効率化自体に重点が置かれ、情報サービス業務と

の接点が明確化されていなかった。図書館業務の最終的な目標は多様な情報提供サー

ビスの展開であり、その意味で、次世代の業務システムを、こうした情報サービスを

後方で支援 ・バックアップし、情報サーピスの展開に必要な業務の生産性を向上させ
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る、図書館業務のロジスティックス(兵坊業務)システムとして位置付けておく必要

がある。以下では次世代の業務システムの目標を、

①データベース作成の対象となる情報資源の収集、管理業務の効率化

②情報資源、の組織化を効率的に行うためのデータ入力・更新支援システムの提供

③電子的伝送を含む一次情報の供給・搬送システムの確立

④情報サーピス業務を円滑に行うための電子的コミュニケーション手段の提供

⑤以上のシステムを効果的に実現するためのシステムの分散化と最適条件の設定

という側面からとらえ、それぞれの機能及び構成について検討していくこととする。

2. 3. 2 次世代業務システムの機能及び構成

現行システムにおいても業務効率化・省力化についてはかなりの程度成果を上げて

きた。しかし、コンピュータ環境の急速な変化(低廉化、高機能化、高性能化)や学

内外のネットワークの急速な進展、さらに様々な電子情報媒体の出現による学術情報

資料白体の質的変化により、従来の図書館サービスの見直しとともに、それを支援す

る業務システムの在り方についても再検討が求められている。そのため、次世代の業

務システムは、こうした情報環境の変化を前提とし、システムの継続的な機能強化と

機能拡張による業務効率化を A層推進していくものでなければならない。

( 1 )情報資源の収集管理システム

すべての図書館情報活動は、図書館の情報資源・データベースとして蓄積すべき情

報の選定・収集から出発している。したがって、こうした情報資源の選定から、その

入手・受入までを管理し、蔵書・情報資源構築を支援する収集管理システムは、次世

代の業務システムにおいても重要な位置を占めている。また、収集管理業務の中身は

データの入力、加工、及び会計・物品管理業務に必要な帳票類の出力といった労働集

約的に処理されている業務であり、それをコンビュータ化できれば省力化・効率化の

効果がはっきりと現われる部分であると言うこともできる。

学術研究の高度化・多様化に伴って、図書館が収集・提供すべき情報資料の形態も

多様化・複雑化してきており、図書、雑誌といった従来の資料区分では処理しきれな

い出版物、報告書・官公庁出版物などのいわゆる灰色文献、電子媒体による出版物、

電子情報ネットワークを介して配付される電子雑誌など、新しい形態の情報資料が、

次々に出現してきている。したがって、こうした情報資料の収集・受入については従

来の収集・受入管理の在り方の再検討が必要であるが、さしあたりは様々な受入資料

の管理に対処できるように、柔軟性、機能拡張の余地を持たせた収集管理システムを

設計しておくことが重要である。

また、書庖等による出版流通情報システムや、学内の会計予算情報システムなど、

学内外の情報システム・ネットワークの整備・拡大が予想されるため、それらの外部

システムとローカル業務システムとのデータの互換性、システム連携の可能性をあら

かじめ考慮、しておく必要があろう。例えば、出版流通ネットワークを通じた在庫情報

の入手と自動発注、フロッピー・ディスク等による納品データ及びチェックイン・デ

ータの自動取り込み、支払登録・予算管理における学内会計予算管理システムとのデ

ータ交換・共有化などは、現時点で対処できる部分は別として、将来的な外部環境の

変化に柔軟に対応できるように、システムの機能単位の独立化・モジ、ユール化により、

容易に機能拡張が行えるような余地を残しておく。

一方、収集管理システムを蔵書・情報資源構築の支援という側面からとらえた場合、

資料の利用状況や全国・学内重複収集状況などのように、情報資源の選定・収集の基

礎となる情報を収集し、収集管理方針の策定に反映するためモニタリング・システム

が必要で、あろう。
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( 2 )データベース構築支援システム

多様な情報サーピスを図書館が提供していくためには、 OPACに搭載するデータ

ベースの種類とその対象範囲の拡大が前提となる。とりわけ、図書館で独自に、ある

いは他館・他機関との協力によりデータベースを形成・構築していくことは、情報発

信基地としての図書館の機能を拡大していくという点で、今後の図書館システムの大

きな課題になっていくものと思われる。こうした各種データベースの形成に関わるデ

ータ入力、メンテナンス等の業務を効率化し、データベース構築の生産性を向上させ

るためのシステムとして、データベース構築支援システムが不可欠である。

現行システムでは、資料の受入段階で発生・生成したデータの利用による全国総合

目録データベースの作成支援、及び全国総合目録データベースから抽出されたデータ

によるローカル・データベース (OPAC)の更新等の業務のシステム化が実現され

ている。次世代の図書館システムにおいても、その中心となるデータベースは目録所

在情報データベースであり、これらの業務については、自動登録環境の整備による目

録(遡及)入力作業のインテリジェント化、 GUIの採用による入力インターフェイ

スの改善、データベース更新の自動化などにより、目録入力作業の一層の効率化とデ

ータベースの充実を図っていくことが必要であろう。

一方、二次情報、一次情報、レファレンス・レフェラル・データベース等、各種の

データベースの形成・維持管理に関わるデータベース構築支援システムの開発は次世

代システムの新しい課題になると考えられる。しかし、個別のデータベースごとにシ

ステムを作成した場合、システムの開発・保守が図書館にとって大きな負担となって

くる。これらの各種データベースの構築のために、共通のデータベース・エンジンの

採用、及び、データベース定義部分、データ入力部分、検索部分、メンテナンス部分等

の各機能をモジュール化・共通化し、多様なデータベースの構築を支援する汎用的な

システムの作成が必要である。

( 3 )一次情報の流通提供・搬送システム

一次情報の流通提供態勢については、現在ホストコンピュータによる貸出・返却シ

ステム、 G4・G3ファクシミリによる画像伝送システム、学術情報センターの 1L 

Lシステムなどが稼働している。また、平成5年度からはNACSIS-IRの二次

情報検索システムにリンクした 1L L申込システムも運用を開始している。これらの

システムについては、文献入手のシステムとして相互に関連づけて、求める資料が学

内にない場合には直ちに外部の情報源へとスイッチングするクリアリング機能の充実

を図っていく必要があろう。

また現在のところ、文献複写や資料取り寄せの申込み、その受取のためには、利用

者自身が直接図書館のカウンターまで足を運ばなければならない。しかし、一次資料

の提供をさらに迅速化し、資料の入手時間の短縮、入手手続きの簡素化を行うために

は、資料入手の申込手続きが端末からでき、入手した資料が直接研究者の手元に届け

られるまでをサポートするデリバリー-システムの確立が必要である。

(4 )利用者・図書館聞のコミュニケーション支援システム

収集、データベース構築、一次情報の流通提供等の業務システムを円滑に運用して

いくには、利用者と図書館聞のコミュニケーシヨン・システムの確立も重要で、ある。

例えば、図書館が電子メール・電子掲示板などを運用することにより、購入希望図書

の受付、参考調査受付、各種の問い合わせなどに対応できるようにするほか、学内L

ANを介して利用者が直接操作できる対話型のシステムにより、貸出中図書の確認、

貸出予約、貸出延長、文献複写申込などを電子的に受け付けられるようにしておくこ

となどが考えられる。また、今後図書館が情報発信機能を拡大していくために、 CS

CVV (Computer Supported Cooperative Work =コンビュータ支援協調作業)システ
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ムなどの導入により、インフォーマルな情報提供の場を図書館が提供し、研究者相互

の情報収集・情報選択活動などを積極的に支援する環境を作り上げていく必要もある

と考えられる。

2. 3. 3 次世代業務システムの実現方式

従来の図書館システムは、業務全体のトータルな機械化を目標に、ホストコンピュ

ータ(メインフレーム)のシステムやデータベースを中心とした開発が進められてき

た。しかし、電算機適用業務の拡大やデータ量の飛躍的増大に中央処理装置の処理能

力やディスクの容量が追いつかず、数年ごとに中央処理装置のパワーアップやディス

ク・端末の増設が必要となり、費用対効果比という点からは必ずしも効率のよいシス

テム構築が行われてはこなかった。また、アプリケーション・プログラムが特定のハ

ードウェア、ソフトウェアを前提に開発されてきたこと、データ形式とシステムとが

密接に関連していること、データや処理の流れも個別業務の流れに即して固定化され

ていることなどの理由により、システムの改善、拡張を困難にしてきた。

次世代の業務システムでは、こうした現行システムの問題点を解決するため、分散

処理によるシステムのパフォーマンスの向上、処理機能単位のモジ、ユール化によるシ

ステムの柔構造化、データ形式とデータ処理とを切り離すデータ・システムの独立化

の実現が必要になろう。

分散処理による業務システムを実現するためには、クライアント/サーバモデルに

より、現行の業務システムを全面的に見直し、再構築していく必要がある。しかし、

現実にはすでにホストコンピュータにより日常業務の大部分が処理されており、また

既設のハードウェア、ソフトウェア資源の活用などを考慮すると、円滑かっ遅滞なく

システム移行を行うためには、段階的なシステム移行の方式が現実的で、あると考えら

れる。したがって、分散処理による次世代業務システムの実現方式は次のようにまと

められる。

①当面、機能拡張されたQPACを中核とする情報サーピス・サーバとしての
ホストコンピュータと、業務処理サーバとしての分散処理システムの連携に

より図書館システムを構成する。業務システムの一部は、特定の機能モジ、ユ

ールとしてホスト側に保持するが、分散業務処理サーバとのデータのやり取

りを可能にしておく。

②ホストコンピュータと分散業務処理サーバとの間でデータのやり取りを行う

ために、共通プロトコル、共通フォーマットの採用により、データの互換性

を確保しておく。また外部ネットワークを含むネットワーク聞のデータのや

り取り(自動化されたデータの取り込みと流し込み)のために、多様なフォ

ーマットに対応した汎用的なフォーマット変換プログラムや、テキスト形式

の入力データに対し、自動的にフィールドの認識を行い共通フォーマットに

変換するプログラムを作成する。

③共通フォーマットに変換されたデータを、各業務処理サーバ・処理モジ、ユー

ル問で一元的に処理可能にするため、データの共有化を前提にシステムを構

築する。つまり、データの発生源がどのサブシステム、あるいはネットワー

ク上のどのシステムであろうと、各業務処理サーバ・処理モジ、ュールが共通

に扱えるようにしておく。従来の業務システムでは、主として書誌データ部

分についてデータの共有化が行われていたが、図書、逐次刊行物、製本雑誌

といった従来の資料形態・資料区分にとらわれない機能単位の一元的なデー

タ処理や、学内の会計・物品管理システムとの連携のためには、管理データ

を含むデータの共有化が、今後は必要になろう。
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④業務処理の効率化、省力化をさらに推進していくためには、処理機能のイン

テリジ、エント化や定型処理のバックグラウンド化による自動化の一層の推進

が必要である。そのためには、分散処理ワークステーションなどで利用され

るデーモン・プロセス(状況を監視し、自動的に起動されるプロセス)など

を積極的に採用する。

⑤以上に述べた業務システムの構築に並行して、情報サービスによって提供さ

れるローカル・データベースの拡大・充実を積極的に推進していく。
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3 .次期システムのモジュール設計と実現

前年度の検討により、次世代システムは優れてサーピス指向の情報システムである

こと、また業務処理システムについては、従来のような手続き型のものから機能パタ

ーンに重点を置いた、かつ各業務サイトに最適な資源、を配分し自由度を高めたシステ

ムであるべきとの結論を得た。平成5年度は、これらを踏まえて、具体的にモジ、ユー

ル設計に着手し、できる部分は実現にまで漕ぎつけたいと考えた。

特に前者の課題については、これまで図書館が余り関わってこなかった新たな試み

である。その第 lは、 A&Iデータベース、日次データベース、あるいは全文データ

ベースなどに広がる新しいサービス領域の開発で、全文データベースを手掛けたいと

考えた。ただし今回はCAPCASという抄録データベースを入手し、全文検索シス

テムで試行することにした。

また、第2には、平成4年度に統合的な情報サーピス・インターフェイスを設計し

て、それを実現するための試験研究計画を引き継いで、ネットワーク・ナピゲーショ

ン・ツールの実現とした。必ずしも前年度の計画範囲と完全に一致するものではない

が、ネットワークの進展によりその上にある情報資源を把握するツールの設定が急き

ょ必要になったからである。

業務システムについては、図書館に導入されているハードウェアの更新時期を意識

しつつ、システムの設計を始めようというものである。これは具体的に業務システム

を更に拡大しようとする各部局図書館の意向を最初に反映させておくという要求分析

から着手された。

3. 1 CAPCASサービスの展開

3.1.1 CAPCAS導入の経緯

(1) CAPCASファイルの導入と検索システムの選択

新たなデータベース・サーピスを始めるためのデータベースの選定過程において、

オランダのElsevier Science社(以下 IElsevierJ と言う)より、 Elsevierの雑誌編

集・出版の過程で作成されるA&Iデータベースである CAPCASファイルを試験

的に提供するとの申し出があった。 CAPCASは我々が求めている全文データベー

スではなかったが、他に適切な全文データベースを得ることが難しいこと、また、 C

APCASが全文データベースにつながる位置付けであるものだという点を考慮し、

当面のサービスを新しい情幸Rサーピスのプロトタイプとして利用することにした。

Elsevier側は、新しいプロダクトである CAPCASファイルのマーケタピリティ等

について検討するための情報を収集できるデータベース・サービスの実験サイトを捜

しており、実験プロジ、エクトとして東京大学においてCAPCASファイルのサービ

スを開始することで両者が基本合意に達したのである。

情報検索システムについては、現在OPAC検索用に用いられているメインフレー

ム上の検索システム ORION(日立製作所製)は、目録所在情報データベース用の

設計となっており、手直しなしでは抄録・索引データベースに向かないこと、また24

時間運転が行われていないことから、別のシステムを模索することとなった。その結

果、学内ネットワーク (UT n e t)経由でデータベースを全学的に提供することが
必要であること、全文データベースの提供を指向していることなどを考慮して、デー

タベース・サーバとしてはワークステーションとその上で機能する検索システム

Bibl iotheca (日立製作所製)を用いることにした。

Bibliotheca は、後述するように全文データベースの構築・検索用に設計されてい

る製品であり、従来の二次情報データベース検索用ソフトウエアとは異なり、属性別

のフィールドあるいは索引キーの切り出しを意識する必要はない。このようなソフト
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ウエアをA&Iデータベースに応用するのは初めてであり、この実験プロジェクトは

ソフトウエアそのものを評価する側面をも持つこととなった。

(2) CAPCASファイルの概要

CAPCASファイルは、 Elsevier自身の編集作業の効率化(対内的)と、迅速な

雑誌記事索引情報の提供(対外的)というこつの目的によって作成されている。 CA

PCASレコードの記述は ISOの公式規格である SG M L (Standard Genera 1 i zed 

Markup Language)に従っており、対外的な情報提供においては、各配布先で利用者の

要求に応じた様々な形態、に処理・加工できるようにしている。現在収録されているの

は、 Elsevierが出版している学術雑誌のうち、 366誌(付録 l参照)に掲載されてい

る雑誌論文・記事の書誌データ及び抄録である。今回のプロジ、エクトでは、このうち

東京大学の継続購入分約250タイトルの書誌データをデータベース化の対象とした。

一つの記事について収録されている書誌データは、以下のとおりである。

出版社情報

出版社名 (ElsevierScience Publishers) 

所在地 (Amsterdam) 

雑誌情報

掲載雑誌名、 ISSN、CODENなど。

記事情報

掲載巻号、ページ数など。

記事の種類

レビュー、論文、レターペーパー、訂正記事、編集後記等の識別

索引語

Front MaUer 

論文タイトル、著者名及び所属、原稿受領日、抄録、著者キーワードなど。

著者の連絡先

著作権事項

これらの8項目について、付録2の記事の各データは、 SGMLのコーデイング規

則に則り、<>で固まれたタグのもとに付録3のように記述されている。これはタグ

とデータの関係をわかりやすく階層的に示したものであるが、実際のデータは付録4

のような形態をとっている。タグの種類及びそれぞれのタグの意味については、付録

5を参照されたい。

データはすべてアスキーコードで記述されている。数式、アクセント記号等は、 S

GMLのエンテイティ参照を利用してアスキーコードに変換されている。例えば、付

録4における企acute;、品plusmn; は、それぞれアクサンとプラスマイナス(::!:)の

記号を変換したものであり、したがって全体としてこの部分はそれぞれ、

Universite Paris 7， 4 place Jussieu， 75 

(50土10to 80/150 km) 

ということを表している。

( 3 )実験プロジ、エクトとしての目的・期待される成果

( 1 )で述べたように、このデータベース・サービスは、実験プロジ、エクトとして

の性格を持っており、ただ単にデータベースのサービスを行うだけでなく、利用に関

する何種類かのデータの採取・分析を行い、今後のサービス向上のための情報探索行

動・情報ニーズの把握を目指している。

収集・分析されるのは、①データベースの利用頻度、②検索のタイプ、③検索対象
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となった主題分野についてのデータである。データ収集のためには、すで、に備わって

いる機能の利用を原則とする。データベースへのアクセスをモニターする手段として

はワークステーション上のアクセスに関する統計データ採取のためのツールを用いる。

また、 Bibliothecaでは、 トランザクションログの採取ができるので、この両方のデ

ータを関連づけて分析することにより、有益な結果が得られると思われる。(トラン

ザクションログの扱いにおいては、利用者を特定するような処理は行われない。)

3.1.2 CAPCASデータベース

( 1 )ハードウェア・ソフトウェア環境

CAPCASデータベースを構築するために使用するハードウェア及びソフトウェ

アは次のとおりである。

①ハードウェア

ハードウェアには、日立製作所製3050/Rワークステーション(マイクロプ

ロセッサPA-RISC50MHz、主記憶メモリ80MB) をデータベース・サーバとして

利用し、 CAPCASデータベースを構築する。本サーバは、附属図書館内

の支線ネットワークを通じてUTnetに接続している。 UTnetは学内

に161のノードを持ち、一般リング上で100Mbpsの伝送速度を有し、 TCP/

1 Pに対応しているので、学内に広くかっ迅速にCAPCASデータベース

を公開することができる。

②ソフトウェア

ソフトウェアとしては、日立製作所製 Bi b 1 i otheca/TSを利用している。

Bibliothecaは、全文検索方式でデータベースを高速に検索するプログラム

であり、次のような特徴を持っている。

a) データベースに登録された文書を直接参照して検索するため、索引の

作成が不要である。

b)クライアント/サーバ・システムの形態で稼動する。

c )同義語・異表記展開の自動生成が行える。

d) VT100端末エミュレーション・モードでの利用が可能である。

なお、この検索システムでは同時に16台までのクライアントが接続可能である。

( 2 )データベース構築のための処理の流れ

CAPCASファイルは、毎週 l回インターネットを経由したファイル転送 (FT 

P)により、東京大学附属図書館に送付される。 CAPCASのレコードはElsevier

が作成したSGML文書定義 (DT D: Document Type Defini tion) に従ってコーデ

イングされており、 BibliothecaにロードするためにはSGML文書タグの解析、及

びデータベースの表示フォーマットに合わせた表示形式の変換プログラムが必要で、あ

る。

そのため、 Anonymous FT  Pによりフリー・ソフトウェアのSGMLパーサ・ブオ

ーマッタを入手し、当初は、それを利用して SGML文書の解析と表示変換を行い、

CAPCASファイルをデータベース化するという計画であった。しかし、 CAPC

ASレコードには、オリジナルの論文情報の中で使用されていた数式記号、アクセン

ト記号等がSGMLのエンティティ参照としてコーデイングされており、この特殊記

号の意味を保持したまま利用者の端末に表示するための工夫が必要になる。一方、 C

APCASデータベースの検索は、 UTnetに接続された多様な端末、ワークステ

ーション、パーソナル・コンビュータから行われることを前提としており、特殊記号

の画面出力を端末固有の外字フォントに依存するのは適当でないと判断されるため、

自然科学系の研究者の間では論文作成等における数式処理の事実上の標準となってい
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CAPCAS Bxperi_ntal Project DBNAMB: cascont 94 
ーー- No. ーーーーーーーーーーーーー・・ーーー国ー・"ーーー----ーーーー四ーーーーーーーーー----ーーーー・ー- Total: 

CAPCAS(Computer Aided production for Current Awareness Services) 

is a joint project of University of Tokyo Library System 

and Bl sevie r Sci ence (BS ) • 

News Screen is now in preparation 

ーー・・・"ーー- SBTNO. : ** *** * ーーーーーーー-ーーー幽・田'ーーーー----ーーー・・・・ーーーー- PAGB : 
Find term 

==> 

Commands: ?(Help)， F(find)/AND/OR， S(switch databases)， CR(down)/u(up)， Q(quit) 

A 初期画面

V 文書一覧画面

CAPCAS Bxperi_ntal Project DBNAMB: cascont94 

ー-- No. ーー-------由園田ーーー皿・・・田'ーーーーーーー四ーーーーーーーー---ーーーー・明司ーーーーーー- Total: 
1 FBBS LBTTBRS 336 (1) 20・DBC-93. 

2 FBBS LBTTERS 336 (2) 27・DBC幽 93.
3 FEBS LBTTBRS 336 (3) 28-DBC・93.

4 FBBS LETTBRS 337 (1) 0 3-JAN-94 • 
5 FBBS LETTBRS 337 (2) 10-JAN-94. 

6 FEBS LBTTBRS 337 (3) 17-JAN幽 94.
7 FBBS LBTTBRS 338 (1) 24-JAN・94.

8 FEBS LBTTERS 338 (2) 31-JAN-94. 
9 FBBS LBTTBRS 338 (3) 07・FBB-94.

10 FBBS LBTTBRS 339 (1-2) 14-FBB幽 94.

11 FBBS LBTTBRS 339(3) 21-FEB-94. 
12 FBBS LBTTBRS 340 (1-2) 28 -FBB・94.

13 FBBS LBTTBRS 340 (3) 07-MAR-94. 
14 FBBS LBTTBRS 341 (1) 14-MAR・94.

15 FBBS LBTTBRS 341 (2-3) 21・MAR-94. 
16 FEBS LBTTBRS 342 (1) 28-MAR-93. 

ー--ーー幽ー- SBTNO. : 3 --ー・四・ーー-ーーーー園田明ーーーーーーーーーーーーーー----- PAGB: 1/ 
Find term eq(・febs・}

==> 
KICBXXX-X Select No. to display text. 

Commands: ? (Help)， F (fi nd) /AND/ OR， S (switch databases)， CR (down) /U (up)， Q (qu it) 

図 5一 1 CAPCAS画面表示例(その 1) 
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CAPCAS Experimental Project D闇且阻: casart94 
ー---幽ー・四-----------幅四-------Document 司・・・ーーー・回目・ーー司帽ーー--No.: 1 -ーーーー

% FEBS LETTERS 336(1) 20-DEC-93:8-12 
% Induction of stathmin mRNA during liver regeneration / OkazakiTakashi ， 
% HimiToshiyuki， PetersonChristine ， MoriNozomu 
% JID:FEBS 336(1) ISSN:0014-5793 AID:13363 TY:SN BIBID:160. 

% -ー幽由自・ーー・・・ー・・目 LaTeX coded article (updated on 94・05・24) ・・・・ー・・ーー畳ーーーーーー

¥documentstyle{ca8art} 
¥journal{FEBS LETTERS} 

¥volume{336} 
¥issue{1} 

¥title{Induction of stathmin mRNA during liver regeneration} 

¥author[AO] {¥snm OkazakiTakashi } 
¥begin{abstract} 

Stathmin is a 19 kDa pho8phoprotein， and is proposed to play a role in 
sigru且1transduction in response to various extracellular stimuli that 

promote cellular growth and/or differentiation. We examined stathmin mRNA 
expression during development and liver regeneration in mice. Stathmin 

mRNA expression declined during the post開 natalperiod and was undetected 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー- 1-ーーーーーーーー由自ーー園田ー・ーーー・自由ーー・ーーーー曲目・回目 PAGE: 1/ 3--

Find term eq(・bibid:160.・}

==> 
Co岨mands: ?(help)， F(find)/AND/OR， S(switch databases)， CR(down)/U(up)， Q(quit) 

N(next)/P(previous)， B(back screen)， D(download) 

企文書内容画面

V ヘルプ画面

CAPCAS Experimental Project DBNAME: cascont94 
ー--No. ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー---Total: 0 ・ーーー

** List of Commands ** 

F(find) ー-ex. F phrase ...(wild card(*，?) is available) 
AND --ex. AND kw1 kw2 ••• 
OR --ex. OR kwl kw2 ••• 
S(switch databases)ー-Switching to other databases 
CR(down scroll) --Downward scrolling 

U(up scroll) ー-upm且rdscrolling 
B(back screen) ー-Going back to the previous screen 
Q(quit) ー-End search and quit 

ーーーーーーー-SETNO. : ****** ーーーーー自由回目自国ーー----------------------PAGE : 

Find term 
==> 
KICE009-Q Press Enter Key... 

CODIIIII且nds: ?(Help)， F(find)/AND/OR， S(switch databases)， CR(down)/U(up)， Q(quit) 

図 5-2 CAPCAS画面表示例(その 2) 
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るTeXを利用し、 CAPCAS検索画面上では特殊記号をTeXのコードに変換し

て表示し、利用者は各自のTeX処理系を使って、端末画面上、あるいはプリンター

に文書中の特殊記号を変換出力するという方式を採用した。

(3) CAPCAS 検索システム

①特徴

本検索システムでは、利用者が入力した検索語を文字列としてとらえ、該

当する文字列を含む文書を検索する。その際、文書中のすべての文字が検索

対象となる。検索方法は、入力された検索語の完全一致のほか、検索語聞の

論理和、論理積が可能である。検索結果の文書内容を表示すると、指定した

語はハイライトで表示される。

②改善

Bibliothecaに附属するクライアント・プログラムをベースに、より利用

者にとって親しみやすいものになるようメーカと共同でプログラムの改良の

検討を行った。検討は、利用者が操作に戸惑う状況を減らすため、コマンド

のシンタックスをなるべく OPACに近づけるという考えに基づいて行われ

た。

文書の表示は、必要な情報を過不足なくわかりやすい形で表示するという

基本に加え、本システムにおいては表示形式がある程度検索にも影響を与え

ることから、この方面からの検討も行った。また、テストデータによる検索

システムを構築して次期システム検討ワーキング・グループのメンバーにモ

ニターを依頼し、その結果提出された改善事項の要望を取りまとめ、更に検

討を重ねた。

③画面とその遷移

CAPCASの画面は4画面(初期画面、文書一覧画面、文書内容画面、

ヘルプ画面、図5参照)から構成される。画面の下段にコマンドラインと各

文書で使用できるコマンドの説明が表示されている。検索はまず初期画面の

コマンドラインにコマンドと検索語を入力することで始まる。以後検索を続

ける場合は、基本的に文書一覧画面と文書内容画面の2画面を往復すること

になる。また、すべての画面からヘルフ。画面を開くことと検索を終了するこ

とができる。さらに、検索端末の側でスクリーン・キャプチャ一機能が利用

できれば、文書内容画面で表示された文書内容のダウンロードを行うことも

できる。

3. 1. 3 今後の計画と課題

現在、本プロジ、エクト・チームでは、 Elsevierと東京大学附属図書館の問で交換さ

れる正規の契約文書作成のための準備作業を進めるとともに、本年4月に予定されて

いるデータベース検索サービスの試行開始に向けて、 1993年分のファイルの一括ロー

ドによる初期データベースの構築、検索システムの改善、ネットワーク接続の準備等

の作業を行っている。本サービスの提供範囲については、 Elsevierとの合意により、

利用者を東京大学の教職員、学生に限定することにしており、サービス開始にあたっ

ては、東京大学の利用者以外のアクセスを禁止する仕組みが必要である。また、これ

までは本作業班が中心となって、テスト・データベースの構築作業を行ってきたが、

1994年以降は定期更新版のファイルが毎週 l回送付される予定になっており、今後は

担当部署の明確化、内部の業務体制の確立によるデータベースの更新・維持管理作業

のルーチン化が必要になろう。

CAPCASデータベースの検索は、 UTnetに接続された VT100端末エミュレ
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ーションが可能な各種パーソナルコンビュー夕、ワークステーションからの検索を想

定している。当面は検索機能を限定したプロトタイプ版の検索システムによってサー

ビスを開始する予定であるが、今後は利用者のモニター結果等を反映し、引き続きこ

の検索システムの機能向上を図っていく必要があろう。なお、東京大学附属図書館で

は、次に述べる gopherをインストールしており、このg0 p h e rメニューの

一つにCAPCAS検索システムを組み込むことにした。このことにより、利用者は

CAPCAS検索プログラムの起動コマンドを知らなくても、 g0 p h e rメニュー

上から OPAC等の他の図書館情報サービスのメニューと共にCAPCASデータベ

ースの検索メニューを選択することができる。

3.2 gopherの設計と実現

3. 2. 1 9 0 p h e rの概要

g 0 p h e rは、 1991年にミネソタ大学で開発された情報デリバリー・システムで、

メニュー形式の利用者インターフェイスを用いて、インターネット上の様々な情報に

簡単にアクセスする手段である。現在、多くのワークステーション、パーソナル・コ

ンビュータ用のプログラムが作成されており、これらはフリー・ソフトウェアとして

入手できる。

gopherのフログラムは、クライアント/サーバモデルで構成される。サーバ

は提供するデータをディレクトリ構造で保有する。また、このサーバにアクセスする

クライアントには、サーバのディレクトリがそのままメニューに置き換えられて表示

される仕組みになっている。クライアントは、表示されたメニューに従って番号(コ

マンド)を選択するだけで、対応するディレクトリに用意された情報を手軽に入手す

ることができる。また、テキストデータ以外にも画像、音声等多様なデータを扱える

という特徴がある(図6参照)。

データの表示・出力等は、すべてクライアント側のコンビュータで実行されるため

に、通常は、サーバに過大な負荷がかかることはない。

gopherシステムは、サーバの設定及びクライアントの操作が簡単なこともあ

り、インターネット上で用いられる情報検索、情報デリパリー・システムとしては、

最も広く普及しているものである。

3.2.2 gopherの機能

g 0 p h e rで扱えるデータには、①テキストデータ(日本語を含む)、② Post

Script形式デー夕、③画像データ (GIF.JPEGなど)、④音声デー夕、⑤実行

形式データ (FTPによる)、⑥telnet、FTP用アドレス情報がある。このように、

ファイルとして保存できる情報はすべて、 g0 p h e rで扱えると考えてよい。また、

メニュー形式で、telnetやFTPセッションの開始機能、インターネット上の様々なサ

ービスへのゲートウェイもある。利用者はゲートウェイ機能を活用することで、イン

ターネット上に広大な知識データベースを構築している g0 p h e rの世界を利用で

きる。このgopherの世界は、現在も成長過程にあり、 g0 p h e rを通じて取

得できる情報はさらに拡大を続けている。

3. 2. 3 東京大学附属図書館での90 p h e r利用

UTnetによる学内のネットワーク整備に伴い、図書館ではOPACをLAN上

に搭載し、いち早くインターネットに公開した。 2. 2. 2で述べたように、その後

種々の図書館情報サービスを統合的にサービスする独自のインターフェイスを前年度

は検討したが、ネットワーク上の資源へのナピゲーションを急ぐためとりあえずこの

gopherによるサービスを先行させた。
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国

anonymous-ftp 

address-Y 

dataゅ base service 
OPAC service， etc 

address-Z 

GOPHERを用いた OPAC検察の例

)-3 クライアントがサーバに対してメインメニューの転送を要求、サーバは自システム上のディレクトリ
/usr/l oca 1/1 i b/llopher-dataの内容をクライアントに返送する。
クライアントの面面には、問ディレクトリ内のファイル名が、番号付けされたメニュー形式で表示さ
れる(1. directory-A、 2. directory-B、 のよう仁表示)。

4-6 ユーザーは、メニューの番号を選択することでザーパのディレクトリ階層を移動できる。デイレクト

リCのメニューから7ァイルEを選択することで、クライアントはOPACを公開しているサイトの
アドレス、 addres.-Zを得る。

7-8 クライアントはlIopherを自動的に一時中断し、アドレスZへの te 1 n e tセッシヨンを開始、
ユーザーは te 1 n e tによってOPACを利用することができる。 OPACからログアウトした後
は、 1専ぴlIopherのメニュー画面に戻る。

図 6 GOPHERシステム概念図

g 0 p h e rには、当面、①学内図書館データベースへのゲートウェイ・サーピス

(0 PAC、CD-ROM、CAPCAS、その他独自開発されたデータベース)、
②テキストファイルの提供 (0P AC利用ガイド、 OPAC検索マニュアル、図書館

利用案内)、③画像ファイルの提供(図書館案内図、特殊文字を使用した目録)、④

インターネット上の他の資源へのゲートウェイ・サービスが対象となった。また、 g

o p h e rを設定するについては、次のことが必要と考えられる。

①ミネソタ大学g0 p h e rサーバに登録する。

②学内の他の g0 p h e rサーバとの連結を図る。

③ファイル構成(=画面構成)などの機能設定をする。

④導入の容易さを考慮し、データベースへのゲートウェイ機能 (0PAC、C
APCAS等)、テキストファイルの提供機能(図書館利用案内、 OPAC
マニュアル等)を実現する。

⑤サーバへのテキストデータ変換の手順を確立する。

⑥テキスト・データベースを容易に構築し、使いやすい利用者インターフェイ

スを持つデータベース・エンジンを取得する(全文データベースのエンジン

としてはBibliotheca)。

現時点でテスト運用している、東京大学附属図書館g0 p h e rのメインメニュー

を図7に示す。なお問題として、日本語への対応がある。また、 g0 p h e rのよう

なサービスを継続し、安定して提供することは意外と容易ではない。附属図書館にお

ける情報の整理・蓄積能力、 OPAC提供の実績から、学内の他のgopherサー
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ホームページ 各サブページ

Library information 
Univ. Tokyo Library Gopher 

1. Libraries Index 
1. About this server 

2. Library information 

3. Database services 
4. OPAC services 

2. 50go Toshokan annai-1f 

3. 50go Toshokan annai・2f
4. 50go Toshokan annai-3f 

5. 50go Toshokan annai-4f 
5. Other Gopher servers 6. Hongo campus map 

Database services 

1. CAPCA5 connection 

2. MEDLlNE connection 

3. Uncover via CARL 5ystem 
4. CARL 

OPAC services 

Other Gopher servers 
1. University of Tokyo 

1. Gophers in U-Tokyo 
2. Gophers in JAPAN 

3. Gophers in the WORLD 

4. UMIN 
5. WHO 

2. Chiba University 

3. Tokyo Inst. of Technology 
4. Kochi University 
5. University of Tsukuba 

6. Waseda University 

6. BUBL (Bath University， UK) 

図 7 東京大学附属図書館GOPHER メニュー概念図

ピスと連係し、サーピスの安定と公開データベースの拡大に寄与すべきであろう。

3. 2. 4 今後の展開

現在インターネット上には、 g0 p h e rの他にも、 archie、WAIS、W

WWといった様々な情報ナピゲーション・ツールあるいは情報デリパリー・ツールが

開発されており、 gopherが唯一の選択肢というわけではない。現時点では、情

報を提供する際の簡便性や利用者への普及度を考慮に入れ、 g0 p h e rによるサー

ビスから開始する。インターネットをめぐる情報環境は、情報政策担当者やネットワ

ーク管理者たちにとっても把握し難いほど、急速に変化しつつある。今後この gop

h e rを拡充していくことはもちろんだが、技術進展の速さからいって、よりレベル

の高いインターフェイスについても早期に導入することになろう。

3. 3 新規分散型業務システム

3. 3. 1 現行業務システムの状況

現在、工学部における「図書室間の共通貸出システム等の開発調査Jプロジ、エクト
等に見られるように各部局図書館(室)における、閲覧業務等の部局業務電算化の要

望が高まってきている。しかし、従来の中央処理型の業務処理システムでは、ホスト

コンビュータが能力的に限界に近づいており、新規に図書館(室)業務処理を追加す

ることができないのが現状であり、仮にホストコンピュータのグレードアップを図っ

たとしても、全部局図書館(室)の業務処理を中央処理型で行うためには、現在の数

倍の能力の電算機資源が必要であって、財政的に実現が困難である。
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以前から東京大学附属図書館では、このような状況から脱却するために分散処理型

のシステムを指向して、オフライン型の貸出返却システム、負荷分散型の図書・雑誌

の受入システムが構築されており、総合図書館、教養学部図書館、生産技術研究所図

書室などでの稼働実績を持っている。しかしながら、これらの分散型システムは、現

時点から評価すると次のような機能的限界が指摘できる。

①分散型システムを登載したパーソナル・コンピュータは、スタンドアロン

(単体)としてしか動かず、データ転送はできるものの入力したデータを他

の端末から参照したり、データ入力を他の端末と分担したりすることがむず

かしい。

②基本的に図書館のホストコンピュータのマスターファイルを更新するための

補完的なデータエントリー機能が中心であり、それ自体で多様な業務は行え

ない。

③パーソナル・コンビュータのハードディスクの容量が小さく (データ用で、

20MB程度)、扱えるデータ範囲が制限されている。

3. 3. 2 学内業務ネットワークの形成

このような分散型システムが作成された時点と現在を比較すると、コンビュータの

ハードウェア能力、ソフトウェア資源、ネットワーク環境、蔵書データの蓄積等の点

において、利用し得る各種資源も大幅に拡大している。

新規分散型システムを考える場合には、これまでのスタンドアロン型の分散型シス

テムではなく、現下で得られるそれらのコンビュータ資源、情報環境を活用した、ネ

ットワーク型の分散型システムとして設計することになる(図8参照)。その設計の

ためのシステム・コンセプトは次のとおりである。

1:1-0-
ぷ 二二グぷ

OPAC 
更新用

削除周厩証郡山 三設D

圃圃.....rl?松 沼j主主1:1
欄噌勘~!fi総司éO p)主張調

岡田・田園田悌酔 ファイル‘量

駒・剛駒...... 方ンライン間開

図 8 分散型部局業務サブシステム間関連図
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①業務処理システムは、業務単位部署ごとに各サブシステムに分かれ、それぞ

れが独立して、単独で稼働することができる。運用時間帯の設定も独自に可

能とする。

②各サブシステムは、 UTnetによって連結され、各サブシステム聞やOP
ACとの間で情報の交換ができる。

③各サブシステムは、その中に各図書館(室)のマスターファイルを持ち、他

に依存しないで全ての業務処理を行うことができる。

④各サブシステムは、ワークステーション上に構築する。すなわち、各図書館

(室)のシステムはワークステーションのサーバ及び(又は)端末から構成

される。

⑤各サブシステムで扱うデータは、容易に外部に取り出せるようにし、各サブ

システム以外の業務で活用できるようにする。

⑥全学総合目録データベース (OPAC)など共通サーノすから、各部局図書館
(室)のデータを業務システムに取り込み、活用できるようにする。

さて、本年度はこのようなコンセプトを固め、そのもとに、各サブシステムの検討

作業に着手した。最初の作業は、現場の意向の調査である。各部局図書館(室)がど

のような意向を持っているかを把握しておくことにより、システム運用に際して起き

る問題を最小限にとどめる、あるいは避け得るのである。 LILIPUT開発時にも
同様の入念な現状把握が行われたが、今回はシステム環境が大きく変わることもあり、

またシステム化する対象がこれまでとは別の部署が多いことを考慮して、全学の部局

図書館(室)に対するシステム機能等の希望調査が改めて行われた。調査は各図書館

(室)という組織単位での回答に限定せず、個人レベルで寄せられたものも受け取っ

た。必要にせまられているところからは、積極的な対応があった。その集計結果の一

部が付録6である。

このような現場とのやりとりを踏まえて、業務システム検討グループでは、項目ご

とに実際に実現すべきかどうか、実現するとすれば可能かどうかを、技術的な情報も

入手して検討したが、その結果は最終的には取りまとめられてはいない。ただし、サ

ブシステムの中で、貸出管理システムについては基本仕様の検討にまで進展している。

なおこのシステムは部局図書館(室)全体を強く意識しており、システム管理掛を中

心に「全学共通利用者データベースjの実現可能性の検討のためのなど調査を併せて

行っている(付録7参照)。

今後、引き続き業務処理方法の検討を行うとともに、コンビュータ・メーカーやソ

フトウェア・ハウスによって発表されている新規システムも参考に、システム設計書

を詰めていく。
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おわりに

平成4年度末の時点で検討活動は一段落し、ワーキンググループの構成員が分担し

た原稿が整えられて、報告書としての原型ができていたが、結局は、平成5年度に継

続されたワーキング・グループの検討と合わせて取りまとめることになった。前年の

報告案が全体として必ずしもまとまりよいものではなかったこともあるが、同時に周

囲の技術・情報環境の急速な進展により、さらに展開が必要な部分が出てきたためで

ある。例えば、平成4年度では、次世代システムの眼目として統合型の利用者インタ

ーフェイスを作成することを提起しその設計も行ったが、同じような機能を果たすg

o p h e rのようなナピゲーション・ツールがあっという聞に普及してしまうなど、

この領域での進展はめざましく、そうした動向を押さえておく必要があると考えられ

たのである。実際、その後1年間の活動により、 4年度は計画の段階であったいくつ

かのプランが実施されて、その成果を盛り込むことができた。

ところで、平成5年度末に図書行政商議会は、いわゆる「将来計画J (r東京大学
図書館の将来像j)や、四つのフェーズをもっ図書館業務電算化システムの展開計画

を決定した。状況のドラスティックな変化の中で、我々が進むべき方向を示すものと

して、大変重要である。次期システムのためのワーキング・グループには、このよう

な将来計画の個々の項目に対して技術的な検討を施し、計画をバックアップしていく

ことが望まれていよう。実際このような現場での実践的な対応により問題を検証し、

先に進むことができるのである。その意味で今回このグループに参加し、日常業務の

合聞に様々に調査研究ゃあるいはシステム設計など具体的な作業を中心なって進めて

くれた若い世代の構成員諸君の努力は大いに評価されよう。報告書が遅延したのは編

集子の責めである。記してお詫びしておく。また報告書のカメラレディ原稿の準備に

ついては山中達哉さんが頑張ってくれた。

(編集:永田治樹+竹内比呂也)
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mode1 is demonstrated by se1ected 
simu1ation examp1es invo1ving assessment 

of moisture movement and contaminant 
migration from a sha110w waste disposa1 

design above a mu1ti1ayer unconfined 
aquifer system. 

UK Finite-e1ement technique 
UK Variab1y saturated f10w 

UK Newton&ndash;Raphson 1inearization 
UK Ga1erkin 

S. Panday， HydroGeoLogic，工nc. 165 

Herndon Parkway， Suite 900， Herndon， VA 
22070， USA 



付録 3. SGMLコーディングされた CAPCASレコード

<HEAD> 
<PID> 
<PNM>Elsevier Science Publishers ESP</PNM> 
<PUG></PUG> 
<LOC>Amsterdam</LOC> 

</PID> 
くJID>CONHYD
〈工SSN>0169-7722</ISSN>
<CDN>JCOHE6</CDN> 
<JRNTI>J. CONTAMINANT HYDROLOGY</JRNT工〉

</JID> 
<SSDI>01697722YY工工工IICく/SSD工〉
くAID>245</A工D>
くVID>
<VOL>12</VOL> 
くISS>1-2<IISS>
<CO>01-FEB-93</CO> 
くPP>3-33</PP>

く/VID>
くDOCTYTY= "PN"> 
<MIT>く/MIT>
くFM>
<TIG><TI TY = "EN">工rnprovedthree-dirnensional finite-elernent techniques for field 
sirnulation of variably saturated flow and transport </T工></TIG>
<MAG> 

くMAU>
<AU><FNM>Sorab</FNM><SNM>Panday</SNM> 
<ORF R工D = "A"></AU> 

<AU><FNM>Peter s.く/FNM><SNM>Huyakorn</SNM>
<ORF RID = "A"></AU> 

くAU><FNM>Ren<A><AC>e</AC><UA>&acute;</UA></A></FNM>
<SNM>Therrien</SNM> 
くORFRID = "B"></AU> 

くAU><FNM>RalphL.く/FNM><SNM>Nicholsく/SNM>
<ORF RID = "C"></AU> 

く/MAU>
くMAA>

<AFF><ONM><O工DID = "A">HydroGeoLogic， Inc.， 1165 Herndon Parkway， Suite 
900，</ONM> <CTY>Herndon， VA 22070，</CTY> <CNY>USA</α-JY> 
</AFF> 
くAFF>くONM><OIDID = "B">WCGR， University of Waterloo， Departrnent of Earth 
Sciences， 200 Univers工tyAve.， West</ONM> <CTY>Waterloo， Ont. N2L 3G1，</CTY> 
<CNY>Canada</CNY> 
</AFF> 
<AFF><ONM><OID ID = "C">SRS， Westinghouse， Inc. ，Atornic Energy Division，Savalmah 
River Site，</ONM> <CTY>Aiken， SC 29808-0001，</CTY> <白-JY>USA</CNY>
</AFF> 

く/MAA>

</MAG> 
<HST> 
<RE>August 20， 1991く/RE>
<ACC>August 19， 1992</ACC> 

</HST> 
くMAB>

<ABS TY = "EN"> 
<P> Accurate three-dirnensional sirnulations of saturated&ndash;unsaturated 
groundwater flow and contarninant transport in highly heterogeneous subsurface 
rnedia re午lireextrerne agility in the nurnerical techniques of solution. .. .Only 
further developrnents of the schernes are detailed herein. Application of the rnodel 
is dernonstrated by selected sirnulation examples involving assessrnent of rnoisture 
rnovernent and contaminant rnigration frorn a shallow waste disposal design above a 
rnultilayer unconfined aquifer systern.</P> 
</ABS> 

く /MAB>

〈阻叩〉

<KWD TY = "UK">Finite-elernent technique</KWD> 
<KWD TY = "UK">Variably saturated flow</KWD> 
<KWD TY = "UK">Newton&ndash;Raphson linearization</KWD> 
<KWD TY = "UK">Galerkin</KWD> 

く/限切〉

</FM> 
<CAD>S. Panday， HydroGeoLogic， Inc. 165 He工ndonParkway， Suite 900， Herndon， VA 22070， 
USA</CAD> 
</HEAD> 



付録4.提供されるレコードの実際

<HEAD>くPID><PNM>E1sevierScience Pub1ishers</PNM><PUG>く/PUG>くLOC>Amsterdam

</LOC>く/P工D>くJID>CHEMGEくISSN>0009-2541く/工SSN>くCDN>CHGEADく/CDN>くJRNTI>CHEM工CA
L GEOLOGYく/JRNT工></J工D><SSDI>0009254193E01064く/SSD工><A工D>1634</AID>くVID>くVOL

>108</VOL>く工SS>1-4く/工SS>くCO>05-AUG-93く/CO><PP>93-112く/PP></V工D><DOCTYTY= "P 
N">くM工T></MIT>くFM><TIG>くTITY = "EN">F1uid-me1t&ndashirock in七eractionin ma 
fic ec10gites and coesite-bearing metasediments: Constraints on vo1ati1e rec 
yc1ing during subduction</T工〉く/TIG>くMAG><MAU>くAU>くFNM>Pascal</FNM>くSNM>くPhi1

ippo七</SNM><ORFR工D= "AO"></AU>く/MAU>くMAA>くAFF>くOID工D= "AO">くONM>CNRS-URA
736， Laboratoire de PくA><AC>e</AC><UA>&acuteiく/UA></A>七ro1ogieMくA>くAC>eく/A
C>くUA>&acutei</UA>く/A>七amorphique， T26-E3， UrlIversi七くA>くAC>e</AC>くUA>&acu七ei
</UA>くIA>Paris 7， 4 p1ace Jussieu， 75252く/ONM>くCTY>Pariscedex 05，く/CTY>くC
NY>Franceく/CNY>く/AFF>く/MAA>く/MAG>くくHST>くRE>February15， 1993く/RE>くACC>Apri1

8， 1993</ACC>く/HST>くMAB><ABSTY = "EN">くP>Thequestion as to whether the met 
asomatizing-s1ab agent needed七o form is1and-arc magmas is an aqueous f1uid 
or a hydrous me1t requires a know1edge of f1uid-me1七&ndashirockinteraction 
during high-pressure 1ow-temperature metamorphism. 工n the western A1ps，七ypi

ca1 "anhydrous" mafic ec10gites (Monviso Massif) and coesi七e-bearingme七as
ediments (Dora-Maira Massif) have 由主perienceda progradeく工T>Pく/工T>&ndashiくI
T>Tく/工T>path characteristic of a ma七ure (co1d) subduc七ionzone. Micros七ruct
ura1， pe七どologic，geochemica1 and f1uid inc1usion studies show 七ha七 fluid fl 

ow was 1imi七edduring ec10gi七eand high-grade gludschis七， facies metamorphis 
m. Mos七 ofthe f1uids were driven off七herocks at pressures lower七han1 an 
d 1.6 GPa， respective1y. Wi七h increasing pressure and temperature， the remai 
ning f1uid phase was re1eased during crys七a1p1astic f10w processes or devo1 

a七i1isationreactions but retain the host rocks to form veins， partial melts 
or dense hydrous si1icates.く/P>くP>Techtonicerosion at modern convergent ma 
rgins delivers 1arge amounts of terrigenous sedimen七s け剖ASHsystem) in subd 
uction zones. 工n contrast 七0 七hebasa1七 and per工doti七esys七日n， the KMASH sys 

tem is charac七erizedby a wide range of pressure-sensi七ivereactions which a 
110w the reconstruc七ionof dehydration/hydration dep七hsin the subducted sla 
b. Independen七1yof the therma1 s七ructureof subduction zone，七errigenousse 
dimen七swill begin七ome1t at pressures &lti2 GPa. The me1t phase can absorb 

七remendeousquanti七iesof water and represent major sinks for devo1a七i1isat
ion f1uids. Dense hydrous si1icates wi11 form in any subduc七edsediments at 
all dep七hs. These silicates can store significant amount of water in their s 
七ruc七ures. 工n 七hesubducted oceanic crust and upper mant1e， heterogeneous di 

S七ributionof f1uids inherited from hydrothe口na1a1tera七ionat mid-ocean rid 
ges wi11 cause con七回nporaneousdehydration and hydra七ionreac七ionson a 10ca 
1 sca1e rather than 1arge-sca1e f1uid infi1tra七ionin the over1ying mantle w 
edge.く/P><P>Thesi七uationwhere a cod， competent and fluid-rich subducted sl 

ab is bounded above by a hot， re1a七ive1yweak and anhydrous materia1 is like 
1y七oac七 againstbuoyant rise of devo1ati1isa七ionf1uids by forcing the f1u 
ids七o f10w downwards. At sub-arc depths (50&p1uSmni10 七o89/150 km)and for 
any geotherma1 gradient， con七inuousinterna1 buffering of vo1ati1e a~tiviti 

es wi11 retain the f1uid phase in七heslab. This is in contrast with ~ha11ow 
sub-forearc dep七hs (20 七o 50&p1usmni 10 km)， where七ectonicvein ar~ays ， 1 
oca1ized thrust fau1ts， serpentine diapirs， mud vo1canoes and bonini七EIma伊na
s a七testto七here1ease of 1arge vo1ume of f1uids into the overridinglmant1e 

wedge.く/P>く/ABS>く/MSB>く/MKW>く/MKW>く/FM>くCAD>く/CAD>く/HEAD>

(50:i= 10↑080/150 km) 

UniversiteParis 7， 4 place Jussieu， 75 



付録 5. CAPCASレコードで使われているタグ(抜)

Version: 2.0 

Date: 1-7-93 
By: Louis Pet， Database Manager CAPCAS 

These are the tags which can be present in the CAPCAS output. The left column is the 
Elsevier SGML tag (based on the Association of American Publishers Reference Manual， 
tags which are not in the AAP list are marked (ESP def.)) 
The right coulmn gives a brief description. 

<A>・・・・・・・・・・・・・・・・ accentedelement 
<ABS>・・・・・・・・・・・・・・abstractof an article 
<AC>・・・・・・・・・・・・・・.characterto be accented 
くACC>・・・・・・・・・・・・・・dateaccepted (article related， only the date is tagged) (ESP def.) 
くAFF>・・・・・・・・・・・・・・affiliationaddress 
<A1D>・・・・・・・・・・・・・・identifica七ionof an article 
<ALT>・・・・・・・・・・・・・・alternative title of an article 
<AR>・・・・・・・・・・・・・・・array，mathematical construct 
<ARC>・・・・・・・・・.....arraycell， mathematical const工uct
<ARR>・・・・・・・・・・・・・・arrayrow， mathematical construct 
<AU>・・・・・・・・・・・・・・・nameof author 
くB>・・・・・・・・・・・・・・・・ bold，type style tag 
くB1>・・・・・・・・・・・・・・・bolditalic， type style tag 
<CAD>・・・・・・・・・・・・・・correspondenceaddress 
くCAU>・・・・・・・・・・・・・・nameof collaboration of authors in an article 
<CDN>・・・・・・・・・・・・・・CODEN，six character alphanumeric code that provides identification 
くCNY>・・・・・・・・・・・・・・countryname 
<CO>・・・・・・・・・・・・・・・coverdate， standard date format 
くCP>・・・・・・・・・・・・・..centerpost， mathematical construct 
<CTY>・・・・・・・・・・・・・・city
<DA>・・・・・・・・・・・・・・・downaccent 
<DE>・・・・・・・・・・・・・・・denominator of fraction， mathema七ical construct 
くDED>・・・・・・・・・・・・・・article"dedicated to ..." 
くDOCTY>・・・・・・・・・・・・ typeof document 
くE9>・・・・・・・・・・・・・・・textenclosed by E9-and /E9-tags may not be shortened， (ESP def.) 
くF>・・・・・・・・・・・・....formula， 工n-line，mathematical construct 
くFEN>•••••••••••••• fence element， mathematical construct 
<FM>・・・・・・・・・・・・・・.frontmatter of an article 
<FNM>・・・・・・・・・・・・..f工rstname of a person 
<FR>・・・・・・・・・・・・...fraction，mathematical; construct 
<HEAD>・・・・・・・・・・・・・partof an article， it contains bibliographical information and abstract 
くHSP>・・・・・・・・・・・・・・hor工zontal space， used as predefined space width 
くHST>・・・・・・・・・・・・・・overviewof dates 
く1DT>・・・・・・・・・・・・・・indexterms attached to an article and which will not be printed 
<1NF>・・・・・・・・・・・・・・inferiorcharacter 
<1SS>・・・・・・・・・・・・・・issuenumber as appointed by the publisher， (ESP def.) 
<1SSN>・・・・・・・・・・・・・ 1nternationalStandard Serial Number 
〈工T>・・・・・・・・・・・・・・・italic，type style tag 
くJ1D>・・・・・・・・・・・・・・journalcode ESP， (ESP def.) 
くJ悶ilT1>・・・・・・・・・・・・ journaltitle， (ESP def.) 
くJRNSET>・・・・・......connection to a jouロlalset name， seldom used， (ESP def.) 
<KWD>・・・・・・・・......keywordterms attached to an article 
<L1M>・・・・・・・・・・・・・・limits，mathematical construct 
<LL>・・・・・・・・・・・・・・・limits，lower， mathematical construct 
<LOC>・・・・・・・・・・・・・・publisher's location 
<MA>・..............middleaccent 
<MAA>・・・・・・・・・・・・・・multipleauthor addresses 
くMAB>・・・・・・・・・・・・・・multipleabstract group 
<MAG>・・・・・・・・・・・・・・multipleauthor group 
<MAU>・・・・・・・・・・・・・・multipleauthor name 
<M1>・・・・・・・・・・・・・・・miscellaneous，for CAPCAS used in <CAU> 

(extra collaboration information and in <HST> 
(editor information) (ESP def.) 

<M1T>・・・・・・・・・・・・・・multipleindex terms (ESP def.) 
くb但αす〉・・・・・・・・・・・・・・multiplekeywords (ESP def.) 
くNU>・・・・・・.........numeratorof fraction， mathematical construct 
<ONM>・・・・・・・・・・・・・・nameof organization 
<01D>・・・・・・・・・・・・・・referencetag between author and address (ESP def.) 
<OP>・・・・・・・・・・・・・・・limits，operator， mathematical construct 
くOPD>・・・・・・・・・・....limits，operand， mathematical construct 
くORF>・・・・・・・・・・・・・・referencetag between author and address (ESP def.) 
<OVL>・・・・・・・・・・・・・・overlinedelements， mathematical construct 
<P>・...............paragraph
<P1D>・・・・・・・・・・・・・・publisherinformation 
<PNM>・・・・・・・・・・・・・.publishername 
くPP>・・・・・・.........pages
くPRS>・・・・・・・・・・・・・・article"presented by ..." 
くPUG>・・・・・・・・・・・・・・publisher/imprintgroup 
<RAD>・・・・・・・・・・・・・・radical，mathematical construct 
くRCD>・・・・・・・・・・・・・・radicand，mathematical construct 
くRDX>・・・・・・・・・・・・・・indexfor radical， mathematical construct 
<RE>・・・・・・・・・・・・・・・datereceived， only the date is tagged (ESP def.) 
<RM>・・・・・・・・・・・・・・・roman，type style tag 



付録6.部局の業務処理に電算機を使いたい要望

記入表と結果のまとめ(抜)

部局の業務処理に電算機を使いたい要望 記入票

:ーーー記号一覧......._

O → ぜひ実現して欲しい
O → 出来たら実現すると良い
A → それ程必要とは恩われない
スペース→ 分からない . 

1 .目録作成 -ー....----------・・・・・・・・ーーーーーーーーーーー・・・・・・・・ーー・・・ーーー・・ー・・-------

1) ローカルでデータを編集し、それをNC一CATへアップロードすることが出来ると 11)
よい(具体例 :NCで提供していない参照マークをCD-ROM等で購入し、学内に提供
する。目録作業者は、それを参照してデータを編集し、 NCDBへアップロードする。)
(教蓑) (総図)

2) 多量のローカルデータの一括メンテナンスが出来るとよい。(具体例:多量の図書を 12) 
開架から書庫へ移動する場合など、一件づっマニュアルで、データを修正するのではなく、
一括処理を行いたい。) (教賛)

3) 目録作成用端末のインターフェースを改善して欲しい(経) I 3) 
・挿入モードにしてほしい
・フィールドの拡張・追加の自動化
・図書・雑誌、和・洋のファイルの区分をやめてほしい 等

4) W 1 NDOW型にして欲しい(オンラインマニュアル、分類表、件名標目表、 1 4) 
各種参考図書類の参照が容易になるように) (経)

5) 目録作成上の質問・回答をメールで(経) I 5) 
.WINDOW型により、目録作成画面で同時にメールが送れるように
・質問を受け付ける専門のセクションを設置してはどうか
・寄せられた質問は貴重な情報源となりうるため、その活用 (BBSやオンライ
ンニュースなどの形で公開したり、研修の教材とするなど)も考えるべき

6) 1 P接続、 XUIPによる目録作成(端末増設への対応) (農) 1 6) 

7) 目録システム、 OPACのGUI化(検索・操作インターフェースの改善) (農) (1 7) 
医)

8) メール・ BBSを用いたトラブルシューティング・システム(医) 1 8) 

9) 学情からの雑誌誌名変遷情報アップデート機能(医) I 9) 
現行システムにおいては、学情での書誌データの変更は部局で空エディットを実行し
ないとUTLDBに反映されなL、。定期的にバッチジョブとして学情データに空エテeイツ
トを実行するまたはMTにより変遷データをダウンロードする等の仕組みが必要(医)

10)冊子体目録を部局で打ち出しできるようにしてほしい。官庁出版物、議会資料等、い 110) 
ろいろな条件で簡単に。(法)

2.閲覧

11)未入力の書誌もローカルシステムでデータがもて、貸出処理ができるようにしてほし I11) 
い(マイクロ資料の登録単位と所蔵単位の違いの解消、事務用図書、内部資料、短期利用
図書等の[運用面を目的とした]登録、中国語図書などへの対応) (法) (経)

12)業務用貸出・予約システム。(業務用が利用者用と同等であると利用統計に影響する 112) 
ので、従来の身分に業務用を加えて欲しい。) (教養)

13) 1 Dカードの共通化(貸出、入退館のためのカードは学生証や身分証明書と 1 13) 
同ーのものとする。また、学内図書室共通カードとなるようなフォーマット
にしたい。) (数理) (総図) (工) (社研)



部局の業務処理に電算機を使いたい要望集計表

1993.11.24. 
1. 目録作成
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付録 7.東京大学における学生情報データベースについてのメモ

東大における学牛情報データベースについてのメモ

1993. 11. 24. 

・次期システム検討ワーキンググループの業務システム検討班で、学内の図書館・室で共

通に使える利用証があれば便利だとの意見が出された。それを実現するためには、全学的

な規模の学生に関するデータベースがあれば大いに活用できると考えられる。そこで、現

時点で東大内に存在する学生(学籍)データのあり方を調査してみた。以下はそのメモで

ある。

-全判句なレベルでの学生情報データベース的なものは、 A.教務系、 B.経理系、 C.

図書系の3つがあり、それぞれ以下の表のような特色を持っているo

目的 メーカー iシス11I基本ず-? 担当部署(入力・メンテ作業等)

A.教務系|学籍管理 |富士通|分散 l合格者十タ|各学部教務

B.経理系|授業料受取 INECI集中|債務保証書|経理部出納第一掛

C.図書系|図書貸出 |目立 !集中|申請書 総合図書館・教養学部図書館

-上記のAとBとはそれぞれ別のデータベースではあるけれども、両方とも元データは大

学入試センター試験の時のデータである。データの流れは以下の通り。( )内は担当組

織名。

大学入試センター受験者データ吟東大合格者データ吟入学者データ吟教務系データ

(大学入試センター) (東大入試課) (左に同じ) (教養学部教務課)

.s， 

経理系データ(経理部)

・学生が教養学部から各学部へ進学する際の更新データは、 Cは図書館カウンターでの自

己申請データから、 Bは提供依頼した上でAから得ている。

データ提供依頼(事務部長宛)

経理部 各学部教務

進学後の更新データ (FD)

-現時点では、 3つのデータベースを統合する計画はなく、却って各学部内部で管理して

いく方向で進んでいる。

• 3つのなかで最も確実性の高いデータはAであるけれど、分散して管理しているために

図書館がこのデータを入手するためには各学部に提供を依頼する必要がある。



ワーキング・グループ構成員表付録8. 

1 .次世代システム検討ワーキング・グループ

主査、附属図書館情報サ ピス課長

副主査、附属図書館情報管理課図書館専門員

附属図書館総務課システム管理掛長

附属図書館情報管理課和書目録情報掛

附属図書館情報管理課洋書目録情報掛

附属図書館情報サーピス課開架閲覧掛長

附属図書館情報サービス課参考調査掛長

医学図書館図書運用掛長

工学部航空学科図書室

文学部図書第二掛

農学部図書館図書共同利用掛長

経済学部和書掛

事務局、附属図書館総務課システム管理掛

二

樹

也

哉

良

生

子

久

元

樹

努

治

洋

健

一

呂

信

彰

滋

和

智

真

比

田

橋

田

花

光

川

内

藤

下

津

川

下

川

永

小

友

石

竹

加

松

谷

江

山

増

石

高

替I

2.次期システム検討ワーキング・グループ

主査、附属図書館情報サービス課長 (A)

附属図書館情報サーピス課関覧主任 (C)

附属図書館総務課システム管理掛長 (C)

附属図書館総務課システム管理掛 (C)

附属図書館情報サービス課開架閲覧掛長 (C)

附属図書館情報サーピス課相互利用掛 (A)

法学部図書閲覧掛長 (C)

医学図書館図書運用掛長 (B)

医学図書館図書受入掛 (B)

工学部総務課図書掛長 (C)

理学部図書掛長 (C)

農学部図書館図書共同利用掛長 (A)

経済学部洋書掛 (A)

教養学部・数理科学研究科図書課整理掛 (C)

社会科学研究所図書掛 (A)

事務局、附属図書館総務課システム管理掛 (A)

樹

史

二

聡

哉

也

昭

生

哉

己

清

一

冗

子

江

恵

男

治

健

健

信

呂

秀

滋

達

克

常

幸

春

一

房

正

下

比

回

国

元

光

藤

内

食

津

中

野

山

井

井

尾

沢

ノ

、

水

平

友

木

加

竹

阿

久

日

山

関

西

増

三

古

瀬

大

※委員の所属は、各ワーキング・グループ任期中のものである。

※所属の後のアルファベットは、担当班を示す。

(A) C A P C A S担当

(B) g 0 p h e r 担当

(C) 業務システム担当



付録 9.検討会議記録

1 .次世代システム検討ワーキング・グループ

第1回 平成4年8月27日15: 00 ~ 17 : 00 

データベース・サービス、 LILIPUTの評価、インターネット、図書館シ
ステム・サービスのあり方等を話題に自由討議を行った。

第2回 平成4年9月18日15:00 ~ 17 : 00 

①現行の図書館業務システム、及びサーピスシステムの改善すべき点、②図書

館における今後の情報サービスのあり方、③東京大学図書館システムの目標の

設定、④現時点でのLILIPUTシステムの評価によるシステムの本質的要
件の洗い出し、⑤図書館システムに導入したい新しい技術、以上5点について

メンバーが分担して整理した問題点をもとに意見交換を行った。

第3回 平成4年10月15日 15:OO~ 17 :30 

上記5点について、引き続き意見交換を行った。その他、中国語、韓国語等の

現在使われていない文字コードの標準化の見通し、及びこれからの図書館員に

ついての議論があった。

第4回 平成4年11月5日 15: 00 ~ 17 : 00 

次世代システムの特徴、現システムにおける問題点と改善すべき事項、図書館

が提供する情報サービスの範囲、それを実現できるサービス・システムについ

てそれぞれ、各メンバーからの提案項目をもとに意見交換とキーワードの摘出

を行った。

第5回 平成4年11月27日15:00~17 :00 

検討事項をとりまとめるために、パックアップ機能としての業務処理システム、

現システムから次世代システムへの移行計画全体についての展望、移行の契機

となる次世代の課題についてそれぞれ、各メンバーからの提案項目をもとに意

見交換とキーワードの摘出を行った。

第6回 平成 4 年12月 17 日 15:00~17:00 

新しい情報サービスシステムと業務システムの要件とあり方について、検討を

行った。

第7回 平成5年1月12日15:00 ---17: 00 

新しい情報サービスシステムと業務システムの要件とあり方について、引き続

き検討を行うとともに、報告書作成にあたっての考え方と作業の進め方につい

て討議した。関連して、マルチベンダー導入について意見を交換した。

第8回 平成5年2月3日 15: 00 ---17 : 00 

新しい情報サーピスシステムの要件とあり方について検討を行うとともに、報

告書の構成と執筆分担が了承、決定された。

第9回 平成5年2月23日10:00---12: 00 

報告書(案)について、調整・検討を行った。

第10回 平成 5 年 3 月 11 日 13:00~15:00

報告書(案)について、調整・検討を行った。

2.次期システム検討ワーキング・グループ

全体会

第 1回 平成5年9月13日 15: 00 ---17 : 00 

今年度の課題として、情報サービスでは、 CAPCASデータベース Biblio-
thecaによる公開、ゲートウェイ・サーピスの実現を目指し、業務システムで



は、分散型業務処理システムの検討・設計を行うことになった。

第2回 平成5年10月13日 13:30---16: 00 

平成4年度次世代システム検討WGの報告、 CAPCAS作業班の活動状況の
報告、業務システム検討班の活動状況の報告

第3回 平成5年11月12日 9: 15 ---11 : 00 

CAPCAS作業班の活動状況の報告、 gopherサービスについて、業務
システム検討班の活動状況の報告

第4回 平成5年12月17日 9: 15 ---10: 30 

CAPCAS作業班の活動状況の報告、 gopherサービスについて、業務
システム検討班の活動状況の報告、データベースのダウンロードの著作権につ

いて

第5回 平成6年1月20日 15:00---16:30

CAPCAS作業班の活動状況の報告、業務システム検討班の活動状況の報告、
g 0 p h e rサーピスについて、報告書について

第6回 平成6年2月9日 15: 30 ---17 : 00 

各作業班からの現状報告、ワークステーションの管理について、報告書(案)

についての調整・検討

第7回 平成6年3月16日 15:10---17:10

報告書(案)についての調整・検討および取りまとめについて

CAPCAS作業班打合会
東大一目立第l回平成5年9月21日 9:30---

東大目立第2回平成5年10月5日 9:30---

東大目立第3回平成5年10月25日 9:30---

東大-EIsevIer社 平成5年10月28日 14:30---

東大一目立第4回平成5年11月22日 10:00---

東大一目立第5回平成5年12月8日 9:30---

東大一目立第6回平成6年1月18日 16:30---

東大目立第7回平成6年2月7日 10:30---

9 0 p h e r担当班打合会

第l回 平成6年1月17日16:00 ---17 : 30 

業務システム検討班打合会

第1回 平成5年9月29日10: 00 ---12 : 00 

第2回 平成5年10月27日 10: 00 ---12 : 10 

第3回 平成5年11月24日 10: 00 ---11 : 10 

第4回 平成5年12月22日 10: 00 ---12 : 10 

第5回 平成6年1月25日15: 00 ---17 : 15 



付録 10. 図書館 90 P h e rとCAPCASの利用案内

1 .東京大学附属図書館 90 p h e rへのアクセス

※ gopherクライアントを持たない方は、直接アクセスできません。

U R L gopher : / / gopher . 1 ib . u一七okyo.ac.jp

-質問・ご意見等のメールの宛先

netadm@gopher.lib.u-tokyo.ac.jp 

2. CAPCASへのアクセス

• telnetによるアクセス

ドメイン名 capcas.lib.u一七okyo.ac.jp 

ユーザ ID capcas (小文字)

パスワード: なし

• gopher， WWWによるアクセス

U R L gopher: / /capcas .lib. u-tokyo. ac. jp 

http://capcas.lib.u一七okyo.ac.jp

.質問・ご意見等のメールの宛先

casadm@capcas.lib.u-tokyo.ac.jp 
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